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普及・啓発部門

私たちの瀬戸内海
ブルーオーシャンプロジェクト

内閣総理大臣賞

〒703-8275　岡山県岡山市中区門田屋敷2-2-16
☎086-272-1181

山陽学園高等学校
地歴部
35人
部活動として
竹岡 海晴（たけおか かいせい）〈1年〉　
川西 天佑（かわにし てんゆう）〈1年〉
井上 貴司（いのうえ たかし）

商業施設の協力を得て、売場近くで、海で回収したごみや活動について展示。
購入時点から海洋ごみ問題の「自分事化」を図っている。

人ごとと考える人へは届いていないと実感し、店舗協力のも
と、商品を購入する場であるスーパーなどの商業施設で海底
ごみを展示。商品からごみへと変わる過程を日頃から意識し
てもらうよう促している。
　また、海洋ごみ起源の７割を占める生活圏にスポットを当
て、岡山県に多い用水路のごみ調査を行い、ごみマップを作
成して近隣住民にも周知を図った。その結果、地域の人が自ら
ごみ回収を行うようにもなった。

一人ひとりの行動変革を重要視

 「一人ひとりの意識に訴える活動は、SDGｓの『誰ひとり取り
残さない』挑戦でもある」と話す生徒たち。ごみが人の手を離
れ、海に堆積するまで、時間が経つほど回収が困難になるこ
とから、ごみを手放すときの正しい判断・行動を訴えている。

 「取り残された海洋ごみ」を見える化

　岡山県・山陽学園高校地歴部は、地元である瀬戸内海の海
洋ごみ問題に目を向け、一方的な啓発ではなく地域の人に
「自分事化」してもらうべく活動を行っている。海洋ごみの
中でも生徒たちが問題視したのは、公的な回収者が不在で、
生活圏から離れた場所にあるため認知度が極めて低い、海底
ごみと島しょ部の漂着ごみ＝「取り残された海洋ごみ」だ。
　海底ごみは、漁業関係者協力のもと、漁船の底引き網で引
き上げて回収。その模様を動画で撮影して公開するだけでな
く、子どもも含めた回収体験会を実施することで、その存在
の見える化を実現している。島しょ部の漂着ごみの回収活動
は、島民と協力して１時間でペットボトルを2000本ほど集め
るという成果をあげただけでなく、ごみの地理情報から分析
まで行う幅広い活動となっている。

海洋ごみ啓発で住民の行動にも変化

　海洋ごみ問題の啓発としては、学術会議への参加や出前授
業を通じて発信を行っていたが、無関心の人や海底ごみを他

活動団体
活動人数
主な活動時間
最終審査会発表生徒

担当教員

島しょ部で漂着ごみを回収する生徒たち。島民と一体になり、回収から処分まで
取り組んでいる。
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選 評

最終審査会

第
９
回
（
２
０
２
０
年
）
最
終
審
査
会
出
場
校

商業施設に展示し身近な問題として意識してもらう活動は、高校生らしい視点の良いアイデア。海洋ごみ
を自分たちで回収するだけでなく、日常生活に密着した問題であることを知ってもらうため、地域で地道
に努力していることに感動した。

落ち着いた話し方でしっかりと相手に聞こえるようにプレゼン。

用水路のごみ調査結果を報告。

今後の活動計画

地元の銀行やSDGsに取り組む企業・団体と協力し、活動の輪を広げていく。従来の回収・啓発を継続するのは
もちろんのこと、今後は廃棄されたペットボトルを再資源化するプロジェクトの実施も視野に入れている。

活動エピソード

啓発活動では、海に流れ着くごみの問題を「自分
事」としてとらえてもらうことを大切にしてきた。
そうした中、活動の一環で行った用水路のごみ調査
がきっかけとなり、周辺住民が継続的に用水路の清
掃活動を行うようになった地域も。活動成果を実感
することが増え、未来への手応えを感じている。

　オンラインでも分かりやすい、はっきりした声と
聞き取りやすいテンポのプレゼンテーションは、高
校生らしい取り組み内容とともに、審査員一同から
高い評価を受けた。
　質疑応答では、海洋ごみが瀬戸内海の自然に与
えている影響について質問が飛ぶと、「海の生き物
の胃からプラスチックが出てきた例が確認できてい
る。離島でも森の奥にまでプラスチックごみが及ん
でおり、それによって木が傷ついている事態も目の

発表生徒の感想
　回収・啓発を頑張ってきたことを評価していただ
き、言葉が出ないほどうれしいです。今後は回収し
たごみをごみとして処理するのではなく、再生にも
取り組んでいきたいです。

オンラインでも聞き取りやすい発表が好印象

左から竹尾美生さん（2年）、竹岡海晴さん（1年）、
川西天佑さん（1年）、林李子さん（2年）

当たりにした」と、実際に目にした事実を的確に話
した。また自分たち自身の家や学校での工夫につい
て「包装の多いものを買わず、極力水筒を持参して
いる」と個人で行っていることにも言及した。
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研究・専門部門

守れ閖上の砂浜！
ZEROマイプラによる食料生産と豊かな海作り

内閣総理大臣賞＆ベストプレゼンテーション賞

〒981-1242　宮城県名取市高舘吉田字吉合66
☎︎022-384-2511

宮城県農業高等学校
環境保全部
24人
休み時間や放課後
若松 彩唯華（わかまつ あいか）〈2年〉　
目黒 花織（めぐろ かおり）〈1年〉
山根 正博（やまね まさひろ）

海岸にたまったプラスチックカプセルに危機感

　ある日、生徒たちが地元・名取市閖
ゆりあげ

上の砂浜でごみ拾いを
していると、5㎜大の透明な粒が大量に打ち上げられている
のを見つけた。「カエルの卵かな？」と当初思われていたもの
は、調べてみるとプラスチック製のカプセルで、水田で使わ
れた被覆肥料の残骸だと分かった。肥料の表面をプラスチッ
クで覆うことで成分をゆっくり溶かし、5カ月間効果を保つも
のだが、最後に残ったカプセル部分が用水路を通って海まで
流れ着いていたのだ。「マイクロプラスチックによる生態系の
破壊や水質汚染につながる」と危機感を抱き、解決への研究
を開始した。 

逆転の発想で誕生した
 「ZeroMP法（ゼロマイクロプラスチック法）」

　ゆっくり溶かしたいのであれば、溶けるのが遅い肥料を使
えばいい―。逆転の発想でたどり着いたのが、窒素とアル
デヒドを合成したウレアホルムという物質で、土中で時間を
かけて分解され、ゆっくりと効果を表す特性を持つ。昔から
肥料として用いられてきたため、実用性を確認できればすぐ
に量産できると考えた。

　そこで地元企業に相談し、ウレアホルムを含んだ水田用の
肥料を作成。実地で肥料の溶出実験や、EC（電気伝導度）試
験を行って、通常の肥料よりも効果が長いことを確認した。
さらにコスモスや水稲を実際に栽培して生育状況や収穫量を
調査し、水田や畑で十分に効果があることが認められ、生徒
たちはこの栽培法を「ZeroMP法（ゼロマイクロプラスチック
法）」と命名し普及活動を行っている。

 「元を断つ」活動で、世界的な海洋ごみ問題に貢献

　生徒たちが海岸近くで回収したごみの半分はプラスチック
製品で、ペットボトルやトレーはある程度回収できても、今
回のカプセルなどのマイクロプラスチックを拾い集めること
は難しい。
　一方で「ZeroMP法」が広まれば、農家の負担を増やすこと
なく、肥料の全体量を減らし、マイクロプラスチックごみが
生まれる「元を断つ」ことができ、世界的な海洋ごみ問題にも
貢献できる活動となっている。

活動団体
活動人数
主な活動時間
最終審査会発表生徒

担当教員

水田での溶出実験の結果、ウレアホルムはプラスチックカプセルを用いた緩効性
肥料とほぼ同じ性能を示した。

水田で用いられたプラスチックカプセルは、海に流れ着き、マイクロプラスチック
問題の一因となっている。
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選 評

最終審査会

第
９
回
（
２
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２
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年
）
最
終
審
査
会
出
場
校

こうした問題があること自体、一般にはあまり知られておらず、広く伝えていく価値がある。解決に取り組んだ
着眼点の素晴らしさ、実証プロセスのレベルの高さが際立っており、信頼性の高いデータは国にも伝えたい
ほどだ。さらにそれを地域密着型で実施していることが非常に高く評価できる。

活動エピソード

 「ZeroMP法」の研究は試験段階から地元テレビ局
でニュースとなり、芸能人が取材で訪れるなど反
響が広がった。そこから企業と連携することになっ
たり、種まきなどの作業にボランティアが集まって
くれたり、地域社会の中でマイクロプラスチック問
題への理解促進につながっている。

　分かりやすい図を多用したスライドと、抑揚をつ
けた声、掛け合いなど、見る人を引き込む工夫満載
の発表で、内閣総理大臣賞とベストプレゼンテー
ション賞をダブル受賞した。
　研究者顔負けの研究成果は、審査員もこぞって賞
賛。質疑応答ではコストの安さや、着眼の独創性な
どを笑顔で説明。最後に「この問題は農業高校の先
生、さらには農家の方も知らない問題だった。だか

発表生徒の感想
　2つの大きな賞をいただき、関わってくれた方々
に感謝しています。質疑応答では予想を超えた質問
もありましたが、伝えたいと決めていたことをしっか
り言えたのが良かったと思います。

充実の研究成果、プレゼンにも引き込む工夫

左から山根正博教諭、若松彩唯華さん（2年）、目黒花織さん（1年）

今後の活動計画

この問題と「ZeroMP法」を地域内だけにとどめず、メディアや各種コンテストへの参加を通して日本全国に知っ
てもらい、海を守る活動への参加者を増やしていきたい。

らこそこの問題を知った私たちが、たくさんの方法
を使って広めていきたいと思っている」と力強く訴
えかけた。

笑顔あふれる発表でベストプレゼンテーション賞も受賞。

審査員からも「実証プロセスが完璧で、研究者としても
脱帽するぐらい良くできている」との声もあった。
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普及・啓発部門

故郷の豊かな自然を守ろう！
東日本大震災による工事の影響評価

文部科学大臣賞＆C.W.ニコル メモリアル賞

〒986-0775　宮城県本吉郡南三陸町志津川字廻館92-2
☎︎0226-46-3643

宮城県志津川高等学校
自然科学部
9人
部活動として
菅原 慎之介（すがわら しんのすけ）〈2年〉　
畠山 七海（はたけやま ななみ）〈1年〉
千葉 奈津（ちば なつ）

　そこで2020年は、八幡川と河口干潟の生物調査を通じて、
導流堤工事の影響評価を行った。その結果、過去4年間で最
も多くの生物種を確認。注目されたのは、巻貝や甲殻類と
いった磯に多い生物が優勢になったこと。工事で水の出入り
が制限され、磯のような環境に偏ったとみられ、生態系に影
響を与えていることの証明となった。
　この結果を受け、2020年8月下旬に完成した導流堤には、
川と干潟をつなぐ3本のパイプが設置されることとなった。

調査結果を多くの人に伝えたい

　今回工事計画に影響を与えたように、生徒たちが取り組
んできた調査は、人と自然の歴史を記録した貴重なデータに
なってきている。生徒たちは「南三陸町の自然環境の変動を
自分たちで調査し、地域保全につなげていくため、調査結果
を多くの人に伝えていきたい」と意気込んでいる。

貴重な生態系が根付く八幡川河口干潟を調査

　志津川高校が位置する南三陸町は、東日本大震災によって
大きな被害を受けた地域。フィールドワークの場である八幡
川河口干潟は、公園が東日本大震災に伴う津波を受けて前浜
に回帰し、徐々に泥や砂がたまって干潟環境が形成された。
生徒らは八幡川河口の干潟の生態系を調査することで、防潮
堤工事の影響評価や地域の自然保護、さらには復興を目指す
町づくりにも寄与できるよう活動を行っている。
　2017年から行っている生物調査では、干潟としての歴史が
浅いにもかかわらず、レッドリスト掲載13種を含む多様な生
物を発見。2018年からは、干潟に加えて八幡川下流域の生物
調査も実施している。アユやミミズハゼなど海と川を行き来
する回遊魚が多く、上流でみられる魚が下流にも生息し、さ
らに外来種が一種類も確認されていないという独特な生態系
が残された貴重な環境であることが分かった。 

生態系への影響を証明し、工事計画にも変化

　2019年冬、河口付近での導流堤工事で干潟の一部に土砂が
投入され、干潟への河川水の供給が断たれることとなった。

活動団体
活動人数
主な活動時間
最終審査会発表生徒

担当教員

生徒たちの活動もあって、完成した導流堤には川と干潟をつなぐパイプが設け
られた。

継続的に取り組み、貴重な生物との出会いの場となっている八幡川河口干潟の
調査。
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選 評

最終審査会

第
９
回
（
２
０
２
０
年
）
最
終
審
査
会
出
場
校

を務め2020年に急逝したC.W.ニコルさんへの感謝
の意を込めたメモリアル賞をダブル受賞。校名が読
み上げられると、発表した2人は信じられない表情
で、「予想していなかった。何が起きているのかわか
らないほどうれしい」と感激していた。

活動により、導流堤工事においてパイプが設置され、汽水域の環境が守られたのは非常に素晴らしい成
果。世界的に湿地帯の減少が問題になっており、他の湿地帯での問題解決にも貢献できるよう、今後さら
に活動を広げてほしい。

今後の活動計画

引き続き調査を続け、自分たちの住んでいる町の地形・歴史が自然環境と密接に関わっていることを学んでいく。
八幡川河口干潟を含む自然環境の現状を多くの人に伝え、地域の保全につなげていく活動も継続する。

活動エピソード

地域の自然についての図鑑を作成し小中学生へ配
布したり、出前授業を行ったりと啓発活動を実施。
2019年には地域の子どもたちが参加する「南三陸
少年少女自然調査隊」を結成し、生物調査も一緒
に行うなど、ふるさとの自然や文化を一緒に学習
し、発信する場を作っている。

　地元の干潟を中心とした調査と啓発活動につい
て、ハキハキとした声で発表を行った。質疑応答で
は、活動で得られたデータの蓄積について、審査員
から「貴重なデータ」とのコメントが相次ぎ、高く評
価された。今後の活動に向けても、啓発の図鑑だけ
ではなく科学的なレポートをまとめることや、湿地
帯を生かしたビジネスを探ることなどのアドバイス
を受け、決意を新たにしていた。
　表彰式では文部科学大臣賞と、第1回から審査員

発表生徒の感想
　頑張ってきた研究成果で受賞することができ、感
動しています。今後に向けて、質疑応答でのアドバ
イスを生かしながら活動を続けていきたいです。

貴重なデータを評価、今後へのアドバイスも

左から山内楓汰さん（1年）、菅原慎之介さん（2年）、
渡辺知冬さん（2年）、畠山七海さん（1年）、阿部洸大さん（1年）

ハキハキと説得性のある発表を行った。

貴重な生態系が高く評価された干潟のデータ。
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研究・専門部門

日本伝統の三和土を使った
集水システムの開発と普及

環境大臣賞

〒039-0502　青森県三戸郡南部町下名久井字下諏訪平1 
☎︎0178-76-2215

Treasure Hunters
4人
授業の一環として
宮木 琢愛（みやき たくま）〈3年〉　
中堤 康仁（なかつつみ やすひと）〈3年〉
木村 亨（きむら とおる）

三和土（たたき）を使って集水システムを開発

　日本の伝統工法が、世界中の農地の課題解決に役立つ─。
Treasure Huntersは、日本の土間に用いられてきた三和土
（たたき）を応用して、水不足の国で活用できる集水システム
を開発した。
　地球人口のうち20億人は、乾燥地や半乾燥地に生活してい
る。それらの地域では、乾季には農業用水が不足し、雨季に
はスコールが畑の土を流して河川や湖沼に流出するという問
題を抱えており、食料不足はもちろん、水棲生物の生息環境
を変え、水深が浅くなって多くの水害を招いている。
　そこで2019年4月から開発途上国の土壌流出を抑制し、乾
季に水を確保して収量を増やすための研究をスタート。三和
土を用いて、これらの課題を解決できる集水システムを考案
した。三和土は土、砂、消石灰を水でこねることで起こる反
応を利用し、土壌を硬化させるもの。特殊な薬剤や機械がい
らず、簡単に土に戻せて環境負荷が小さいというメリットが
ある。 

安価に、それぞれの土地で作成可能な「集水ウイング」

　乾燥地帯の西アフリカには、ザイ（Zai）という伝統農法があ
る。農地に穴を掘って周囲に土手を盛り、雨季の雨水を集めてお
く知恵だが、盛り土が崩れやすく改善の余地が残されていた。
　その土手づくりに三和土を導入。耐久性が高まったことで
土手の形状も自由になり、改良実験を繰り返して、最も効率の
良い「集水ウイング」の形を突き止めた。三和土による集水ウ
イングを使用すると、無い場合よりも６倍も多く集水でき、堆
肥の栄養分を長く土壌に供給することが可能に。栽培実験を
行い、トウモロコシとインゲンマメの増産にも成功した。さら
に小さな堤防としても機能し、雨季の雨による土壌流出を約
90％も抑制できることも分かった。
　乾燥地にこの農法が広がれば、斜面から流れてきた水をせ
き止め、貴重な雨水を作物に集め、乾季でも農業を継続でき
る。そして収穫の増加や土壌の改良、土壌流出の抑制につな
がるだろう。
　それぞれの国の土などを使って作成できるため、ほとんど
材料費がかからないのもメリット。パンデミックのため現地で
の実地試験は休止となっているものの、現在は英語のマニュア
ルをホームページで発信し、オンラインでの国際イベントでも
大きな評価を受け、生徒たちは手ごたえを感じている。

活動団体
活動人数
主な活動時間
最終審査会発表生徒

担当教員

青森県立
名久井農業高等学校

伝統工法として広く用いられてきた三和土。外国の土で三和土を作るための配合
も研究した。

「集水ウイング」を用いて試験栽培する生徒たち。
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最終審査会

第
９
回
（
２
０
２
０
年
）
最
終
審
査
会
出
場
校

農業高校の専門性を生かした、すぐに実用化できる技術であり、海外の乾燥地帯でも効果が期待できる素
晴らしい研究。新型コロナウイルスの影響でできなくなってしまった東南アジアの現地農園で試す計画の
実現と、この集水システムが世界で広まることに期待したい。

　プレゼンテーションでは、発表者が実物の集水ウ
イングを手に持って登場するといった工夫を交えて
発表した。
　質疑応答では、世界中の農地ですぐに導入でき、
大規模工事も必要ないという利点、三和土を使うと
いう着眼点のユニークさに評価の声が続いた。審査
員からは植林といった林業への応用など、世界の水
問題全般の解決に貢献できる可能性に話が及んだ。
観覧校からの三和土が土に還るまでの期間につい

活動エピソード

三和土は職人の間で伝承された技術のため、入手しやす
いマニュアルがなく、京都の左官職人から基本的な配合
を教わった。しかし、それだけでは集水に合った材料にな
らず、100回以上試作するなど苦心して最適なバランスを
追究。世界の乾燥地帯で使いやすいよう、地域によって農
地の土が変わっても簡単に固化できる方法を考案した。

発表生徒の感想
　チームみんなで研究活動を行ってきて、環境大臣
賞をいただけたことがうれしいです。これを励みに
して、今後も頑張って研究を続けていきたいです。

着眼点と実用性に高評価

左から田村侑晟さん（3年）、宮木琢愛さん（3年）、
中堤康仁さん（3年）、松橋大希さん（3年）

今後の活動計画

パンデミックで今年度できなかった実地試験を今後行っていく。環境活動は地道な研究を継続していくことが欠
かせないことから、後輩のメンバーを募集し、知識とノウハウを引き継いでいく。

ての質問にも、「1年半ほどは形を維持するので、
植物の生育期間は確実に効果を得られる」と自信を
もって答えた。

実際の三和土を紹介する場面も。

英語のマニュアルを作り、世界に三和土の作り方を発信。
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普及・啓発部門

学ぼう自然、守ろう環境
～私たちが発信する「自然再生意義」～

審査員 末吉竹二郎 特別賞

〒088-2313　北海道川上郡標茶町常盤10-1
☎015-485-2049

北海道標茶高等学校
地域環境系列環境ゼミガイド班
8人
授業の一環として／休み時間や放課後
秋本 日向（あきもと ひなた）〈3年〉　
加藤 雄太（かとう ゆうた）〈3年〉
福田 凜（ふくだ りん）

年8月までに延べ43回実施。地域の人たちと一緒にコースを
めぐりながら、自然や動植物、町の歴史をガイドしている。参
加者からは「自然がきれいで、リフレッシュできた」「植物につ
いてたくさん知れた」と、好意的な反響が寄せられた。小中学
生向けには、分かりやすく自然を学べるキャンプや自然体験
学習といったイベントも企画している。
　またJR北海道や標茶町役場との連携のもと、出張ガイド
も実施。2019年からは、くしろ湿原ノロッコ号に乗り込ん
で、乗客に釧路湿原の自然環境を解説し、観光客にも自然
再生意義を発信している。

日々広がりを見せている活動

　堆積した砂の撤去や枕木を利用した橋の修繕など、ガイド
ルートの環境整備はもちろんのこと、ガイド風景をドローン
で撮影したPR動画の公開、大学生や専門家などとの交流会へ
の参加、自然について子どもにレクチャーできるグローイン
グアップワイルド（GUW）の資格取得に取り組むなど、活動
は日々広がりを見せている。

地域の人に、地元の自然再生意義を広めたい

　高校として日本一広い255haの敷地面積をもつ北海道標
茶高校は、校内にミニ湿原や山林が広がり、動植物のすみか
となっている。近くには日本最大の釧路湿原もあり、自然豊
かな環境だ。一方、開発で失われた自然の再生には、市民の
関心が高いとはいえない状況になっていた。
　そこで同校の地域環境系列環境ゼミガイド班は、地域の人
に自然再生意義を広めることを目的に、ガイド、環境整備、植
生・水質調査の3つを中心に活動を始めた。 

校内外に広がった自然満喫ツアー

　4月から8月にかけては、学校敷地内の自然を調査。植生
調査ではワサビ、クロユリなど5カ月間に120種の植物を同
定し、水質調査では、水の汚れを示すCOD（化学的酸素要
求量）の数値は、校内を流れる軍馬川源流が最も低い平均
COD3.4mg/Lで、上流ほどきれいな水になっていることが分
かった。
　調査で得られた結果をもとに、生徒自らが校内の自然を解
説しながら歩く「標茶高校自然満喫ツアー」も企画し、2020

活動団体
活動人数
主な活動時間
最終審査会発表生徒

担当教員

ガイド、環境整備、植生・水質調査といった活動の様子や学校周辺の自然をド
ローン撮影。動画サイトで発信している。

定期的な校内ガイド「標茶高校自然満喫ツアー」は2018年から継続。学校の他
のゼミとのコラボや出張ガイドも好評だ。
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最終審査会

第
９
回
（
２
０
２
０
年
）
最
終
審
査
会
出
場
校

『自分は知っている』と思いこみがち」と、盲点になっ
ているとの指摘も。それだけに「地元の人への意識
啓発は目の付けどころが良く、かつ勇気のある活動」
と評価された。今後の課題としては、「日常的な行
動の変化につながる工夫があると良い」との期待の
声もあった。

地元の自然を大切にすることは、どの地域においても自然環境保護の原点。高校生の皆さんが、自分たち
も勉強しながら他の地域から来た人に地元の良さを伝えており、こうした活動が北海道内に広がっていく
と素晴らしい。

今後の活動計画

植生調査、水質調査を今後も継続し、５年以上のデータを蓄積して環境を動態的に把握していく。また長引くコロナ禍でも
地域との連携が途絶えないよう、SNSやオンライン会議を活用し、行政や企業とつながり、後輩へ活動を引き継いでいく。

活動エピソード

くしろ湿原ノロッコ号の乗客へのガイドでは、車窓か
ら見える釧路湿原の歴史と自然、また周辺にあらわれ
る動物について説明。国の天然記念物である丹頂鶴
について話した時、乗客から次々に質問が飛んで活発
なコミュニケーションがとれたり、乗客のほうから新
たな情報を教えてくれたりという一幕もあった。

　豊かな自然をガイドする活動に、審査員から有意
義な活動との声が上がった。「実際に参加された方
のリアクションはどうだったのか」という質問には

「さまざまな年代の方がパンフレットを見て参加し
てくださり、植物や丹頂鶴に興味を持ち、質問や意
見をいただくこともあった」と語った。
　有名な景勝地である釧路湿原のような場所では

「多くの人が訪ねた経験を持つだけに、実際よりも 

発表生徒の感想
　審査員の方々からいただいたさまざまなご意見、
講評のお言葉がとてもうれしいです。後輩にしっかり
活動を引き継げるよう、卒業まで頑張っていきます。

貴重な自然を親しみ守るガイド活動

左から秋本日向さん（３年）、加藤雄太さん（３年）、福田凜教諭

聞き取りやすい発表で活動の意義を伝えた。

ガイドの様子は新聞やテレビで取り上げられ、
活動への関心を集めている。
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研究・専門部門

 環境評価指標（％）
×100 ×100セミの種数（種）

＋樹木率（％）＋＝ ÷3
24（h）

雨の降らない熱帯夜の日の
アブラゼミの発鳴時間（h）

測定データ日に確認された
最大セミの種数（種）

環境セミ指数

セミの生態からみる
自然豊かな地域環境を目指して

審査員 吉川美代子 特別賞

〒164-0013　東京都中野区弥生町5-21-1
☎03-3382-0601

東京都立富士高等学校
探究未来学理系ゼミ
1人
授業の一環として／休み時間や放課後
村上 琴美（むらかみ ことみ）〈2年〉
塩入 直也（しおいり なおや）

セミの生態から、都市化の進行度合いを分析

　セミは都市化が進行するほど種類構成が単純になること
が知られ、生態系の変化を測る指標生物となっている。その
生息状況をもとに、新しい環境評価指標を作り出せないか
と考え、メンバー1人で、3年かけて研究を実施。得られた
データをもとに、新しい環境評価の指標「環境セミ指数」を
考案した。
　まず基礎研究として、セミが鳴く条件を調べるため、ICレ
コーダーを入れた測定箱を都内4カ所、樹木の約1.5mの高さ
に設置し、セミが鳴いている時間と種数を調査。環境データ
観測装置を併用して、温度や湿度、風速などと鳴き声の関係
や、常緑広葉樹林、針葉樹林、落葉樹林、植栽という植生タ
イプも記録した。さらにセミは樹液を餌にすることから、生
息に重要な要素と考えられる樹木率（全体面積に占める樹木
の生えている面積の割合）も、地図サイトの航空写真モードを
用いて費用をかけずに算出した。 

誰でも自然の豊かさを調査できる「環境セミ指数」

　集めたデータを解析すると、樹木率が高いほどアブラゼミ
が長く鳴くこと、そして樹木率が高い場所ほどセミの種類が
多い傾向が強く示唆された。セミの鳴く時間、種数、樹木率に
正の相関が認められたことから、これら3つのデータに基づい
て導き出したのが、新しい環境評価指標「環境セミ指数」だ。
　今回測定した4カ所に当てはめてみても、環境セミ指数が

31％から90％まで、都市化の進行度を反映してばらつきが
認められた。
　都市や市街地の環境悪化は長らく指摘されているが、環境
セミ指数は、数値を見れば測定点の環境の良し悪しが一目で
分かる。算出に必要なセミの鳴く時間、種数、樹木率は、IC
レコーダーと地図サイトさえあれば、誰でも低コストで調査
できるのもメリットだ。
　今後環境セミ指数を参考に提言し、地域の樹木率を上げる
取り組みにつながれば、身近なみどりが育まれ、サステナブ
ルな社会づくりにも寄与できると生徒は考えている。

活動団体
活動人数
主な活動時間
最終審査会発表生徒
担当教員

都内を1人で駆け回り、セミの鳴き声を録音するICレコーダーと環境データ観測
装置を設置。回収、分析まで行った。

生徒自らが考え計算式を作った「環境セミ指数」。 今後さらに研究を深めるという。
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会
出
場
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たった1人で調査・研究をやり抜き、発表も自信を持って堂々としていて説得力があった。今回の研究で
欠けている部分を自身がしっかり自覚し、次につなげようとしており、研究者として素晴らしい姿勢を
持っている。

活動エピソード

データの分析を始めると、アブラゼミは気温が23
度以上になると鳴き始めるが、どの種類のセミも
雨天時はほとんど鳴かないことが判明した。そこ
で雨の降らない熱帯夜（25度以上の夜）の日に絞っ
て解析することで、膨大なデータを効率的に扱う
ことができるようになった。

　研究・専門部門のトップバッターとして登場した
富士高校は、実験の仮説やデータを論理立てて発
表。自信を感じさせる自然体のプレゼンテーション
は聞き取りやすく、審査員の評価も高かった。
　質疑応答では身近な生物であるセミを選んだ視点
を評価する一方、セミ自体の生態の特徴やセミの種
数での比較、ヒートアイランド現象などの要素も考
慮する必要があるというアドバイスも見られた。観
覧校からの「環境セミ指数と既存の環境指数の相関

発表生徒の感想
　1人の活動でプレッシャーもありましたが、私が
研究で大事にしてきたことを評価していただくこと
ができ、研究を頑張ってきて良かったです。

自信あふれるプレゼンテーション

村上琴美さん（2年）

今後の活動計画

「環境セミ指数」の改良に向けて、算出に使用するデータの種類や、パーセンテージでの数値化以外の評価方
法を検討している。研究を重ねて精度をより高め、地域に環境改善案を提言したい。

関係は出ているのか」という質問には現時点の研究
状況を明確に説明していた。意見や指摘があると熱
心にメモを取り、環境指標をより精緻にしようとす
る姿勢が伺えた。

1人でも堂々とした発表は、自信を感じさせた。

セミを研究対象にするにあたり、発鳴の条件も細かく調査。
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研究・専門部門

えると、非配合飼料に比べて同程度またはそれ以上の成長が
みられることが分かった。
　一連の実験で、シロアリは間伐材で養殖でき、飼料として
も有用であることが明らかになった。研究過程では新たに、
シロアリの脂質成分が、化粧品や食用油などに用いられてい
る落花生オイルと酷似していることが判明。良質なオイルで
あることから、燃料としての使用も視野に入ってくる。林業、
水産業の問題に加え、エネルギー問題にも応用できる可能性
を見出している。
　一般には嫌われる昆虫であるシロアリだが、先入観にとら
われず成果を出した研究は、今後さらなる展開が期待されて
おり、すでに企業と協働しながらシロアリ配合飼料の実用化
に向けて動き出している。

シロアリが日本を救う!?

審査員 ジョン・ギャスライト 特別賞

〒543-0031　大阪府大阪市天王寺区石ケ辻町12-16
☎︎06-6771-5757

清風高等学校
生物部
4人
部活動として
横川 智之（よこがわ ともゆき）〈1年〉　
髙橋 英眞（たかはし ひでまさ）〈1年〉
池永 明史（いけなが あきふみ）

放置された間伐材の新たな用途を開発

　森林を育てるには過密になった木を適度に間伐することが
必要だが、活用の難しいものが放置されるなど、間伐材処理
が近年新たな問題となっている。そんな間伐材の問題に対し
て、自然界の朽木の60％を分解すると言われるシロアリに
よって解決するという発想で、間伐材を用いたシロアリの養
殖に取り組んだ。その上、間伐材で殖えたシロアリは栄養価
が高く、価格が高騰している養殖魚の飼料といった用途も想
定できるため、「第一次産業が直面する2つの課題へ同時にア
プローチできる」と生徒たちは胸を張る。

水産飼料として有望なシロアリ

　まず着手したのは、間伐材を用いたシロアリの飼育だ。最
初の実験では、カビの発生などからほとんどのシロアリが死
んでしまったが、木材の形状や飼育環境を変えながら実験を
重ね、成育、産卵まで確認できた。見事養殖に成功した生徒
たちは、効率的な養殖ができるよう、木材の中でシロアリが
繁殖する適切な個体数についても研究している。
　飼料化に向けては、従来の飼料とシロアリを配合した飼料
について、魚の成長への影響を比較。シロアリ配合飼料を与

活動団体
活動人数
主な活動時間
最終審査会発表生徒

担当教員

抽出器（写真左）で採取されたシロアリの脂質成分（右）を分析すると落花生
オイルに類似していた。

シロアリ配合飼料を手作業で製作。シロアリには多量の油脂が含まれることも
分かった。
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嫌悪されがちなシロアリを活用するという、着眼点に優れた研究だった。これからも自分たちの活動を
信じて突き進んでいってほしい。

活動エピソード

養殖実験では、観察しやすいように木材の
形状を円柱状からコースター状にしたほ
か、カビの発生を防ぐためにマットをナラ
チップから砂と用土の混合土に変更。改善
のために創意工夫を重ねた。

　日本の産業が抱える問題について言及し、それら
の解決の糸口としてのシロアリの有用性について発
表した。質疑応答で、研究に外来種のシロアリを用
いた理由を問われると、「当初在来種を使用する予
定だったが、環境変化への対応能力が低いことから
今回の研究には適さないと判断した」と研究方針に
ついてはっきりとした口調で答えた。
　他にも、シロアリに可能性を見出した姿勢が評価
され、シロアリの持つネガティブイメージや林業の

発表生徒の感想
　活動を評価していただけて、本当に嬉しいです。と
ても良い経験になりました。

データ分析に基づいてシロアリの可能性をアピール

左から奈須一颯さん（1年）、横川智之さん（1年）、
髙橋英眞さん（1年）、宮崎稜也さん（1年）

今後の活動計画

シロアリ混合飼料の商品化に向けて、魚の種類、体長、肥満や色彩に及ぼす影響など総合的な調査を行ってい
きたい。 

根深い問題解決の一助となるようよく考えないとい
けないという指摘に対し、「林業関係者や漁業関係者
にまで広げて協力していただき、研究を進めていき
たい」と方針を語った。

自分たちの研究成果と可能性をはっきりと明確に伝えるプレゼンだった。

   山の問題にもなっている間伐材を使用したシロアリの飼育を確立。 
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研究・専門部門

バクテリアセルロースを用いた
ストローの開発と評価

審査員 五箇公一 特別賞

〒960-8002　福島県福島市森合町5-72
☎024-535-2391

福島県立福島高等学校
スーパーサイエンス部バクテリアセルロース班
10人
部活動として
和田 晴人（わだ はると）〈2年〉　
佐藤 真里佳（さとう まりか）〈2年〉
辻本 理恵（つじもと りえ）

捨てられる「酢こんにゃく」をエコなストローに

　海洋プラスチックごみによる環境汚染が問題となっている
ことから、近年プラスチックストローの代替品として紙スト
ローの普及が目指されている。しかし、紙ストローは耐水性
が低く、森林の伐採が広がりかねないという問題が残ってし
まう。そこでスーパーサイエンス部バクテリアセルロース班
は、環境負荷の少ないオリジナルストローの開発を始めた。
　加工しやすく耐水性や生分解性に優れ、口に入れるのに
も適した素材として目を付けたのがバクテリアセルロース

（BC）。酢酸菌が生成するもので、植物繊維の主成分である
植物由来セルロースの100分の1の細かさを持つ素材だ。も
ちろん木材は一切使わない。繊細な構造で水を通しにくいた
め、ストローへの加工に向いていると考えた。
　一方、地元で行われている昔ながらの酢の製法・静置発酵
法では「酢こんにゃく」という副産物ができ、これもBCの一
種として知られている。廃棄されていた酢こんにゃくをスト
ローの材料として再生すれば、コストを抑えられるうえ、伝
統製法を守る地元醸造酢産業にも貢献できる。そう考えた生
徒たちは、福島県内の醸造酢店から譲りうけた酢こんにゃく
を用いて実験をスタート。1週間発酵させて作ったBCの膜を、

オーブンで一部加熱・乾燥させた後、紙ストローのようにら
せん状に巻き、さらに加熱・加工を繰り返し完全乾燥。接着
剤を使わずストローを完成させた。

BCストローの実用化を目指す

　実用性の評価としては、耐水性能を確かめるため、市販
のプラスチックストロー、紙ストロー、そしてBCストロー
をそれぞれ60分間純水に浸し、質量の変化を測定。BCスト
ローは最も水を吸っていたものの、ストローとして問題なく
使用できた。さらに性質の異なる7種類の飲料を用意し同じ
実験を行ったところ、pHが低いほど質量変化率に大きな影
響が見られた。
　今年度の活動で、酢こんにゃくを用いたBCストローの作
製に初めて成功。今後はpHと耐水性の関係の検証、耐水性
以外の観点からの評価、衛生面に配慮した作製を行い、BC
ストローの実用化へつなげるべく活動を続けていく。

活動団体
活動人数
主な活動時間
最終審査会発表生徒

担当教員

さまざまな状況で耐水性試験を実施。試作したBCストローは酸性に近い（低
pH）ほど水分を吸うことが分かっている。

酢こんにゃくから作成したBC（バクテリアセルロース）ストロー。
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選 評

最終審査会

第
９
回
（
２
０
２
０
年
）
最
終
審
査
会
出
場
校

科学的なデータ解析のもと、仮説を一つひとつ立証していくという開発のプロセスが素晴らしい。
地産地消に関する研究としてまさに好例と言える取り組みだと感じた。

活動エピソード

学校やサイエンスイベントへの参加など発表の場
を積極的に設けた。BCストローが耐水性や生分
解性に優れていることや、環境負荷が少ないこと
に注目していただきながら、環境問題や伝統的な
地元の産業価値を感じてもらう機会になった。

　質疑応答では、環境保全だけを目的とせず、地域
産業の発展にも目を向けた活動に、審査員から称賛
の声が上がった。BCストローの生分解性について
聞かれた生徒たちは「コンポストを用いた実験に加
え、定量的に測定する実験にも取り組んでいる」と
答え、やる気に満ちた表情で研究の進歩を丁寧に説
明した。
　消費者に買ってもらう商品とするために色付けす
ることなどは可能かという質問に対し、「BCは水分

発表生徒の感想
　地域と結びついた研究であることを評価していた
だけて、とても嬉しいです。実用化に向けて邁進し
ていきます。

コンポストを用いた実験で実用化に向け邁進

左上から伊藤英聖さん（3年）、吉田橘平さん（2年）、
小椋蒼士さん（2年）、和田晴人さん（2年）、佐藤真里佳さん（2年）

今後の活動計画

コンポストを用いて、プラスチックストロー、紙ストロー、BCストローの分解速度を比較し、生分解性の性能評価実
験を行っていく。また、醸造酢店と協力しながら、コラボ商品の企画・開発などにも取り組んでいきたい。

を含んだ膜となっているので、乾燥させる前に好き
な形で成形することが可能。色も乾燥後に付けられ
る」と話した。

地元の特産物が環境保護の第一歩になることへのやる気を感じさせた。

酢こんにゃくを使用したBCストローの作製方法。
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普及・啓発部門

SDGｓ実践!!
マンゴープロジェクト

『エコの環』賞

〒990-0041　山形県山形市緑町1-5-12
☎︎023-622-4934

山形県立
山形工業高等学校

山工元気プロジェクト
46人
授業の一環として／休み時間や放課後／部活動として
設樂 蓮（したら れん）〈3年〉　
髙田 然太（たかだ ぜんた）〈3年〉
髙橋 啓（たかはし ひらく）

設備でBDFを生成し、マンゴー栽培で使う温室の燃料として
活用している。温室は、近年山形県で深刻になっている人口減
少問題を受けて、少ない労働力でも稼働できる全自動スマー
ト植物園を採用した。生徒たちの手で設計し、ドライミストや
温度、湿度を管理するためのセンサーや、スマートフォンを
用いて遠隔で散水が行えるシステムを導入。建築や土木、情
報技術など日ごろ学んでいる技術が存分に発揮されている。
　メンバーそれぞれが所属学科の専門性を生かした役割を担
うことで、参加する姿勢もより主体的に。地域の課題解決に
取り組む意識も強くなった。

持続可能な地域づくりに貢献

　これらの取り組みは、一般社団法人日本SDGs協会から教
育機関として国内初のSDGs事業として認定された。今後は
地域との連携をより密接にし、廃食油を利用したエネルギー
の循環モデル「緑町エコシステム」の確立を目指す。ローカル
SDGsの実現を通して、山形県がより魅力あふれる地域になる
ことが生徒たちの願いだ。

地域で集めた油をバイオディーゼル燃料に

　山形工業高校創立100周年に際し、生徒会のメンバーが、
何か学校全体を盛り上げることができないかと始めた「山工
元気プロジェクト」。その中でも、持続可能な社会を実現する
ために取り組んでいるのが、廃食油などからバイオディーゼ
ル燃料（BDF）を生成して「雪国の山形」で「南国のマンゴー」
を作るプロジェクトだ。
　まずはBDFの原料となる廃食油の回収を実施。近隣の町内
会や飲食店に協力を呼び掛けたところ、今年度は約200Lの廃
食油を回収することに成功した。また廃食油に加え、ひまわ
りの種油もBDFの原料として利用。近隣の保育園などの施設
との協働で栽培し、約5kgの種を収穫できた。これは同時に
街の緑化になり、CO₂削減に貢献するのも狙いだ。
　地域とつながって資源をよりよく使い、地域に返していく、
地域循環型エコシステムづくりを目指して活動を続けている。

人手をかけずに栽培できる全自動温室を建設

　回収した廃食油やひまわりの種油を使って学校のプラント

活動団体
活動人数
主な活動時間
最終審査会発表生徒

担当教員

近隣の飲食店や保育園、一般家庭から廃食油を回収。

バイオディーゼル燃料で稼働する温室で排出されたCO2はひまわりが吸収。その
油からバイオディーゼル燃料が再び作られ、地域内でのカーボンニュートラルに
つながる。
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最終審査会

第
９
回
（
２
０
２
０
年
）
最
終
審
査
会
出
場
校

今後の活動計画

活動を継続するとともに、ホームページなどを活用しながら、活動内容を積極的にアピールしていく。
マンゴーの収穫は21年夏ごろを予定している。

活動エピソード

BDFの生成は、化学反応に時間を要するた
め、根気と集中力が求められる。また、高圧
の蒸気や苛性ソーダを扱うため、反応熱にも
注意する必要があり、教科書にはない化学と
の向き合い方を実践しながら学べた。

 

　発表者同士が会話をしながら目的や疑問点などを
説明していく、分かりやすいプレゼンテーション方
法に審査員も好印象。雪国の山形で南国のマンゴー
を栽培しようと思った理由を問われると、「一つに
は、台湾の高校と姉妹校を締結しているため、台湾
の名産品を栽培して、交流をさらに深めていくこと
がある」と国境を越えて活動を広めていく姿勢をア
ピールした。
　また、ゼロエミッションに基づき、世界的にマン
ゴー生産地域では接ぎ木が容易であるというマン
ゴーの特性を活かした家具への利用などが進んで

発表生徒の感想
　受賞できて本当に嬉しいです。このプロジェクト
は、SDGsに掲げられた17のゴールをはじめ諸問題
について積極的に探究しています。活動を通して社
会に大きな恵み、喜びや笑顔をつくることが目標で
す。活動はまだ始まったばかりなので、後輩たちに
引き継ぎながら、さらにステップアップしていきた
いと思います。

海外の姉妹校との連携も視野に

左から設樂蓮さん（3年）、髙田然太さん（3年）

おり、マンゴーを選んだ意義としてそれらも考えて
いってほしいとアドバイスを受けた。

工夫をし、導入から視聴者を引き付けるプレゼンを行った。

スマートフォンを用いて管理できる温室の様子。
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普及・啓発部門

有栖川のカッパ流域ネットワークが育む
地域活性と豊かな自然環境

『エコの環』賞

〒616-8353　京都府京都市右京区嵯峨大沢柳井手町7
☎︎075-872-1700

京都府立北嵯峨高等学校
生物部（梅津まちづくり委員会・
梅津小学校・立命館大学乾ゼミ）
80人
部活動として
宮﨑 あろあ（みやざき あろあ）〈2年〉　
前川 和輝（まえかわ かずき）〈1年〉
木戸 叔裕（きど よしひろ）

生徒たちは調査結果をもとに有栖川の水環境を化学的に研究
し、高等学校総合文化祭や同校の文化祭をはじめ積極的に発
表。同世代を中心に自然環境を守ることの大切さを広く発信
している。
　有栖川で行ってきたこれらの活動は、世代を問わず多くの
人が環境について考えるための貴重な機会となり、地域の願
いでもあったゲンジボタルの数や生息場所の増加を実現する
こともできた。今後も川の環境保護はもちろん、川を通じた
活気あふれる地域づくりのために活動を継続していく。

源流のごみ問題にも着目

　今年度は新型コロナウイルス感染拡大の影響により、「カッ
パの川開き&生き物調査」は実施できなかったものの、生徒
のみの調査で成果を上げた。調査場所を例年の下流域から源
流に変更したところ、山の中のごみや不法投棄の多さを目に
した。源流のごみ問題をそのままにすれば、下流域の水質が
悪化する恐れがある。現在連携をとっている地域の小学校や
高校、地域団体に加えて、中学校や山の管理者と協力するな
ど、イベントが開催できなかった今年度の分まで、一層ネッ
トワークを拡大し、川の水環境の保護に取り組んでいく。

子どもも大人も、川の環境についてともに考える

　京都府立北嵯峨高校生物部は、学校のそばを流れる有栖川
の水環境の改善のため、清掃活動や水質調査、研究などの活
動を17年間継続してきた。
　自治体や大学、小学校、地域住民などと多岐にわたるネッ
トワークを築き、年に1回開催する「カッパの川開き&生き物
調査」は、地域の小学生や高校生、地域住民など総勢80名
ほどが参加する一大イベントだ。有栖川の環境調査や、将来
川を守っていく子どもたちに向けた環境教育の場として恒例
行事となっている。集めたごみの量を競う川掃除合戦や、そ
の種類や量から水質を判定することができる指標水生生物の
採取合戦、タイヤボートを使った川遊びなど、実際にごみを
拾ったり、生き物を採取したりすることで、川と親しむ場と
なっている。目指すのは、川の環境をよくしていくためには自
分が行動する必要があるという当事者意識を持つきっかけづ
くりだ。 

科学的に研究、川のホタルも戻る

　川の水環境の改善に向けて活動を続ける中で、有栖川下流
の水質も変化。2013年の調査で「Ⅲ」（きたない水）だった水
質は、2016年には「Ⅱ」（少し汚い水）に回復した。さらに、

活動団体

活動人数
主な活動時間
最終審査会発表生徒

担当教員

ホタルが生息できるような水質やカワニナなどの生態系を継続して調査・改善。

同じ流域で生活する小学校、高校、大学、地域住民と連携して行っている「カッパ
の川開き＆生き物調査」の様子。
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最終審査会
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今後の活動計画

地域で川を定期的に清掃しているにも関わらず、ごみの量はいまだに減っていない。解決に導くためのより効
果的な対策を模索していきたい。

活動エピソード

イベントには小学生も参加するため、川の
水質や環境という難しいテーマを分かりやす
く説明するアイデアを出し合った。カッパに
扮し、紙芝居を使って環境指導を行ったと
ころ、楽しみながら話を聞いてもらうことが
できた。

　同世代や子どもたちへの啓発活動を行っているだ
けに、活動の写真をふんだんに用いて分かりやすい
発表を行った。質疑応答で、ごみ問題の現況につい
て質問が飛ぶと、「ごみの流入ルートについては分
かってきてはいるものの、量についてはあまり変化
が見られていない」と成果と今後の課題を真剣な面
持ちで語った。
　17年という長期間取り組みを継続していること
を高く評価され、卒業した先輩も活動に携わって
いることも発表した。

発表生徒の感想
　審査員の方からの指摘が思った以上に厳しく不安
だったが、無事受賞できてほっとしています。いただ
いた指摘を踏まえて研究を発展させていきたいです。

ごみ問題の解決に向けて決意新たに

左から前川和輝さん（1年）、宮﨑あろあさん（2年）、木戸叔裕教諭

写真が多く、活動の様子が感じられるプレゼンであった。

地域の子どもを招いた川の生き物調査の様子。
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研究・専門部門

活動エピソード

整備した車いすは一度先生にチェックしてもらい、海外
への輸送後の整備不良などがないように努めている。台
数を重ねるうちに先生からの直しが減ったり、一発で合
格できるようになったりと自分の技術レベルが上がって
いくのがわかるため、モチベーションになっている。 

使われなくなった
車いすをもう一度

エコワン活動賞

〒651-0072　兵庫県神戸市中央区脇浜町1-4-70
☎078-272-9916

神戸市立
科学技術高等学校

空飛ぶ車いす研究会
9人
授業の一環として／部活動として
松井 秀樹（まつい ひでき）〈2年〉　
山本 樹（やまもと たつき）〈1年〉　
梅内 裕太（うめうち ゆうた）〈1年〉
有吉 直文（ありよし なおふみ）

16年間で約2700台の車いすを再生

　少子高齢化が進む中、日本で廃棄される車いすは年間約
5万台。持ち主の思い出が詰まった車いすの処分に困る人が
多いうえ、金属や合成繊維、電動部品など「資源のエコ」を
考えるうえでも一つの課題となっている。
　一方、アジアの国々では車いすを必要としていながらも高
価で入手できない人々が数多くいる。そこで神戸市立科学技
術高校では、国内の病院や介護施設で使用しなくなった車い
すを修理し、アジアを中心に入手が困難な人々に向け車いす
を寄贈する活動を行っている。
　開校した2004年、工業高校の特徴を生かしたボランティア活
動を模索する中で出合ったのが日本社会福祉弘済会が主導する
「空飛ぶ車いす」だ。中古車いすの修理、輸送、受け取りまでをボ
ランティアで分担する活動で、開校以来16年にわたり修理に携
わってきた。これまで修理した車いすは累計約2700台に上る。 

部品の再利用などの工夫で環境に配慮

　車いすの修理は重さの計測からタイヤ交換、ブレーキの調
整までさまざまな工程がある。生徒たちは、工業高校ならで
はの学習を生かして制作したオリジナルの工具や部品を用い
ながら、一人で全ての修理工程をこなす。
　単に中古車いすを直すだけでなく、工夫しながらさらなる
環境配慮を意識している。寄せられた車いすの中で修理でき
ないものは部品単位で再利用しているほか、修理の過程で出
た金属ごみをリサイクルに回したり、不要になった制服を機
械の汚れをふき取るためのウエスとして利用するなど、無駄
を出さない修理方法が同校流だ。

出張修理で輸送コストを削減

　さらに同校では年に1度、夏季休暇を利用して、近隣の養護
老人ホームや車いすを寄贈しているタイを訪れての出張修理
も実施。歴代メンバーは利用者の体に合わせて調節を行った
り、故障した車いすを整備したりと、使ってくれる人たちと交
流しながら自らの活動の重要性も学んでいる。
　目前に迫るのは修理総数3000台。改善・改良を重ね、より
多くの台数を世界に届けるための効率的な作業方法を模索し
ながら、来年度はさらに出張修理の回数を増やして、輸送コ
ストの削減にも一層力を入れていく。

活動団体
活動人数
主な活動時間
最終審査会発表生徒

担当教員

今後の活動計画

現在も、不要になったタイヤなどは学校の運動部のトレーニングの道具として利用しているが、まだまだ工夫
次第でリサイクルできる部分がある。アイデアを出し合い、さらに無駄をなくしていきたい。

ブラシと洗剤を使って、細かいところまで手作業で洗う生徒たち。



第９回（２０２０年）

二次審査進出校
※最終審査会出場校を除く

29
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普及・啓発部門

エコ×エコ
～環境問題解決に向けての第一歩～

活動団体
活動人数
主な活動時間

身近な素材でエコを身近に 

　生徒たちは、ノーベル化学賞を受賞した吉野彰氏が身に着
けていたSDGsバッジに興味を持ち、SDGsについて調べて
いたところ、現在約800万トンものプラスチックが海に流さ
れ、体への影響も懸念されている実状を知った。そのことを
踏まえて、全校生徒と教職員の意識調査を行うと、環境保全
に関心のある人が多いにも関わらず、プラスチックごみの問
題は知られていなかった。そこで身近なものを使ったエコ活
動で興味をもってもらおうと、地元の素材である蜜蝋を用い
た「みつろうエコラップ」の活動を始めた。

エコロジーとエコノミーに貢献

　蜜蝋はミツバチが分泌し、巣の主成分となっている蝋で、
化粧品やツヤだし剤の原料になるなど、抗菌・保温効果が
特徴として挙げられる。そのため、それを布に染み込ませた

「みつろうエコラップ」は、通常のラップ代わりに使うこと
ができる。
　生徒たちは「みつろうエコラップ」を作るボランティアに
参加し、基本的な作り方を学んだあと、誰でも実践できるよ
う、手順や材料の研究を重ねた。その結果、蜜蝋を粒状にし
た蜜蝋ビーズワックスを使って、十分に通気性のある「みつ
ろうエコラップ」が完成。通常のラップにはない華やかな柄
や色で作製し、日常の中で使うことを楽しみながらエコを実
践してもらえるよう工夫した。
　今後は作る楽しさや達成感、使う満足感のある「みつろう

活動エピソード

校内には卒業生が作った、プラスチックごみ削減の
ためにストローの不使用を呼びかけるポスターがあ
る。しかし校内の意識調査では、ストローの不使用
を意識している人はほとんどいなかった。実際の行
動につなげるためには、興味を引くものを使い、体
験してもらうことが重要との発想につながった。

情報処理部
4人
部活動として

〒017-0052　秋田県大館市松木字大上25-1
☎︎0186-50-6090

秋田県立
大館国際情報学院高等学校

エコラップ」を広げながら、プラスチックごみの削減を訴え
ていくとともに、地元産業の素材紹介も行うことで、エコロ
ジーとエコノミーに貢献できるよう活動を続けていく。

今後の活動計画

まずは学校や地域のイベントで「みつろうエコラップ」の実演会を開催して作り方や便利さを広め、将来的に
は外国人観光客向けに英語でのPR動画作成なども計画している。

ラップ代わりに繰り返し使える「みつろうエコラップ」の使用例。
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第
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進
出
校

活動団体
活動人数
主な活動時間

キタノメダカの繁殖に成功

　2018年より、市内の小学校にあるビオトープを訪れ、小
学生とともに生物調査や清掃活動を実施している。近年は山
形在来種であるキタノメダカが減少していることから、ビオ
トープを活用して繁殖にも取り組んでいる。
　山形市内の小学校の授業で使われているメダカはヒメダカ
という国内外来種であることから、生徒たちは在来種を通じて
身近な自然環境について考えるきっかけとしてほしいと思い、
2019年の活動では、キタノメダカをビオトープに放流。順調
に数が殖えてきたことを受け、ビオトープで増えたのがキタノ
メダカであることの確認を行った。ヒレを生存に影響が出ない
程度に切り取った後、山形大学理学部の協力を得て遺伝子解
析し、昨年放流したキタノメダカが殖えていると確認できた。
　ビオトープでは、キタノメダカ以外に、ヤゴやミズカマキ
リをはじめとした水生昆虫も観察できるようになり、今年度
は新たにマツモムシも確認。小学生の環境学習に役立つビオ
トープとなっている。

簡易ビオトープを開発 もっと生き物を身近に

　また、2019年9月からプラスチック製コンテナを利用した
簡易ビオトープの開発にも挑戦。池やビオトープのない小学
校での環境学習に寄与することを目指したもので、メダカを
放流して1年間の観察を行った。冬は表面に氷が張ることも
あったが、2020年5月には産卵と稚魚を確認。その後、猛暑
の中でも無事に生育し続けることができ、ビオトープとして

の機能を確認できた。この簡易ビオトープはすでに市内2校に
設置されており、今後も各校に提案しながら、環境学習の輪
を広げていく予定だ。
　この活動の参加者の中には、小学校を卒業してもなお調査
を継続している中学生や、小学生の頃には活動自体がなかっ
たにも関わらず、活動を聞いて自主的に参加している高校生
がいる。ビオトープがつないだ環境学習の輪は着々と広がり
を見せている。

活動エピソード

学習は小学生とともに行うため、同じ目線に立って
考え、分かりやすい説明をするよう心がけている。
ビオトープにキタノメダカ以外の生物も放流したい
との声が上がった際には、在来生物の観察の場所と
して生態系を維持していく必要性を丁寧に解説し、
納得の上で調査を再開することができた。

放課後実験倶楽部
21人
部活動として

〒990-2492　山形県山形市鉄砲町1-15-64
☎023-641-3504

山形県立
山形西高等学校

メダカを通して
在来生物を考える

今後の活動計画

現在環境学習を行っている小学校に加えて、今年度簡易ビオトープを設置した2校でも、小学生とともに観察・調査を行っ
ていく。そのためにもまずは、簡易ビオトープでのキタノメダカの繁殖を次の目標として、生育環境の整備に取り組む。

ビオトープ調査のワンシーン。小学校の卒業生も参加し、小中高合同で行うことも。



3232

普及・啓発部門

茂林寺沼湿原における保全活動
～「日本遺産」の原風景を守る～

活動団体
活動人数
主な活動時間

学んだバイオ技術を生かしカキツバタを繁殖

　群馬県館林市にある茂林寺沼湿原は、貴重な湿生植物の生
育地であることから群馬県の天然記念物に指定されている。と
ころが、かつては一面にカキツバタの咲いた湿原は、周辺の都
市化や外来植物の増殖で姿を変え、ふるさとの原風景が失われ
つつある。その危機に際し、群馬県内で環境保全に取り組んで

きた植物バイオ研究部は、2018年から館林市教
育委員会などと連携し、カキツバタの増殖と外
来植物の除去、周知活動を行っている。
　まず湿原の象徴であるカキツバタと、除去対
象となる外来植物に絞って群生地マップを作

成。すると外来植物の生息地がカキツバタの群生地を圧迫して
いることが視覚的に分かった。増殖には授業で学んだバイオ技
術の一つ、無菌播種法を活用。季節を問わず発芽でき、水や肥
料がいらないのがメリットだ。生徒たちは湿原内で採取した、
発育状況の異なる種子を用いて比較実験をスタート。その結
果、完熟期で裂果前の種子が最も繁殖に適していることを実証
した。湿原内の種子を用いることで、遺伝的多様性を保ちなが
ら、湿原周辺の見本園で殖やしていくことを目指している。

地域とともに外来種の除去も継続

　カキツバタと生息域が重なり、減少の要因となっている外
来種の除去作業には地域の人とともに取り組んだ。キショウ
ブやルイジアナアヤメなど繁殖力が強く、地下茎でも殖える
植物は、スコップで根本から抜く必要がある。毎回長靴の中

活動エピソード

外来種の除去は、ぬかるみの中の作業になるた
め、毎回長靴が泥だらけになり、一輪車で往復
しての運搬もひと苦労。地道な作業だが、自分
たちが除去した外来種が積み上げられている様
子を見ると、疲れ以上の達成感に包まれる。

植物バイオ研究部
7人
部活動として

〒370-0511　群馬県邑楽郡大泉町北小泉2-16-1
☎︎0276-62-3564

群馬県立大泉高等学校

まで泥だらけになりながら90Lごみ袋約30袋分を除去し、作
業の範囲や回数を増やしてきている。
　さらに未来に向けた保全の視点を広げるため、市教育委員会主
催の学習会に参加し、中学生への学習会も開催。県内の博物館で
の発表や展示の機会を得て、保全に向けた情報を発信できた。
　今後は繁殖、除去、啓発という3方向の保全活動をさらにレ
ベルアップさせ、カキツバタの広がる原風景の回復を目指し
ていく。

今後の活動計画

種子の採取時期による発芽能力を詳しく比較するため、発芽試験専用の圃場を校内に設置し、受粉からの日数
ごとに発芽試験を実施する。さらにカキツバタの繁殖に適した養分など栽培方法も研究する。

1回の外来植物除去活動で、90Lのごみ袋が約30袋満杯になる。

カキツバタ
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活動団体
活動人数
主な活動時間

趣向を凝らした花壇を毎年製作

　鯖江高校JRC部は、「ふるさとから世界へ 人道・奉仕」を
テーマに、地域団体などと連携しながらさまざまな活動に取
り組んでいる。活動の柱となるのは、テーマに沿った「テー
マ花壇」の製作、学校の節電に役立つグリーンカーテンの栽
培、途上国や障がいをもった人の支援になるエコキャップの
回収、不用品販売の売り上げを被災地へ贈るチャリティーバ
ザー、不要な衣料を必要な人々へ寄付するリユース・リサイ
クル支援の5つ。
　特に力を入れているのは、校内での緑化活動だ。「テーマ花
壇」の製作では、毎年生徒たちが趣向を凝らして、地元の特産
品やマスコットキャラクターなどさまざまな形の花壇を製作
し、校内に彩りを添える。今年度は休校措置により話し合い
ができず、テーマ決めが難航したが、電話やメッセンジャー
アプリを使うなど工夫。休校が解除されるとともに花壇の製
作に取り掛かり、毎日の水やりや害虫の駆除などに奔走しな
がら、見事花壇に7色の虹を描きだした。今年度のテーマは感
染症の流行収束だ。200本以上の苗が美しく咲きそろう姿は
話題となり、地元の新聞社などが取材に訪れた。

グリーンカーテンが学校の休憩スポットに

　もう一つの緑化活動が、日差しを和らげ節電にも役立つ
「グリーンカーテン」作り。学校の休憩スポットとしてすっか
り定着してきた中、今年はゴーヤに加え、色とりどりの朝顔や
夕顔も栽培し好評だった。このグリーンカーテンで収穫した

ゴーヤは毎年文化祭のチャリティーバザーで販売し、売り上
げを7月豪雨災害の被災地に寄付した。今年度は感染症対策
で文化祭へのブース出店ができないという非常事態に見舞わ
れたものの、アイデアを出し合い、買った人がゴーヤを直接
収穫する方式で販売。実際に収穫を体験できるとあって例年
以上に喜んでもらうことができた。
　生徒たちの創意工夫が詰まった緑化活動は、学校の生徒・
教職員の癒しとなっている。今後も活動を継続し、さらに美
しい学校を目指していく。

活動エピソード

今年度は猛暑だったため、花壇の世話がとても
大変だった。7種類の花は、それぞれ乾燥を好
む花、ある程度水分が必要な花など、特色も異
なっており、7種すべてを同時期に咲かせるの
に苦労した。

JRC部
19人
部活動として

〒916-8510　福井県鯖江市舟津町2-5-42
☎0778-51-0001

福井県立鯖江高等学校

ふるさとから世界へ
ー花と緑・こども・こくさい・ぼうさいー

今後の活動計画

鯖江市のまちづくり課のアドバイスも受けながら、花壇のデザインや管理方法をさらに工夫し、学校の花壇が
地域の一つの魅力となるように発信していきたい。

2020年のテーマ花壇“虹とアマビエ”。市のまちづくりコンクールでも入賞した。
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廃材を利用した
リサイクルチョークの作製に関する研究

活動団体
活動人数
主な活動時間

捨てられる材料を使ってチョークづくりに挑戦

　愛知総合工科高校では、科目の学習を通じて、環境保全や
環境に配慮したものづくり、また「SDGs」について深く学ん
でいる。今回は、学校の授業に欠かせないチョークに注目。
短くなり捨てられてしまう大量のチョークをはじめ、本来で
あれば廃棄されてしまうものを材料にしたリサイクルチョー
クの開発に取り組んだ。
　研究では短くなったチョークをパウダー状になるまで粉砕
したものをベースに、チョークと同じ炭酸カルシウムからな
る卵の殻や、酸化カルシウムを主成分とする使用済の乾燥
剤と混合した。卵の殻を使った実験では、殻の内側の膜を除
去する方法を試行錯誤。塩酸で溶かして殻の成分を取り出し
たが、溶解しやすい塩化カルシウムに化学変化したことで、
チョークとして固まらなくなってしまった。一方乾燥剤はそ
のまま水に溶かせば使用が可能。乾燥剤と水とチョークを
3：4：7の割合で混ぜ合わせて乾燥させたところ、見事書き
味の良好なチョークを作ることに成功した。

実用化と量産化へ今後も研究

　今回の研究では、廃棄されるチョークに、30％以上の卵の
殻や乾燥剤を混合して実験。さらに付加価値のあるチョーク
として、蓄光顔料を含ませた「暗闇で光るチョーク」づくりに
も成功した。
　今後は学校で使用しているチョークの寸法に合わせて
チョークを成型し、実用性を高めるとともに、量産できるよう

活動エピソード

教室からチョークを集めてきて粉々にし、ふる
いにかけてパウダー状にする作業にはひと苦
労。卵の殻の内膜の除去は手作業では膨大な時
間がかかるため、意見を出し合って、塩酸で溶
かして蒸発凝固させる手法までたどり着いた。

化学技術部 
3人
部活動として

〒464-0808　愛知県名古屋市千種区星が丘山手107
☎052-788-2020

愛知県立
愛知総合工科高等学校

な効率的な生産方法を追求していく。生徒たちはこのチョー
クを全国に広め、さらにはSDGsの4番目、12番目、17番目の
目標達成に向け、廃棄物を減らすとともに、貧しい国の人々
も質の高い教育が受けられるよう、世界の教育現場に寄付し
て役立ててもらうことを夢見ている。

今後の活動計画

卵の殻を用いたチョークづくりは研究途上であるため、硫酸を用いた実験などで今後も取り組んでいく。将来的には
チョークとしての実用性を高め、貧困によって教育用品が満足に揃えられない発展途上国への寄付も検討している。

適切な強度をもち実用に向いた、乾燥剤を用いたリサイクルチョーク。（上）
十分に固まらず手に持てなかった、卵の殻を用いたリサイクルチョーク。（下）
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活動団体
活動人数
主な活動時間

学んだ知識を小学生に伝える

　北稜高校は生徒と教師が一体となって、天然記念物である深
泥地生物群集でのフィールドワークや、気候変動に関する国際
シンポジウムへの参加など、エコに関する幅広い学習を行って
いる。なかでも力を入れているのは、大学共同利用機関である
総合地球環境学研究所との連携授業「地球環境学の扉」だ。専
門とする研究員の講義で最先端のグローバル課題を学んだう
えで、地域ローカルの環境課題に落とし込み、近隣の小学生に
伝えるというもの。いわば「グローカル」な発信の実践だ。
　知識を受け取る側だった高校生が伝える側に回る活動で、
発展途上国における食と衛生管理の問題についての講義を
受けた生徒たちは、地域の衛生管理という視点で問題を再検
討。最終的には小学生でも親しみの持てる「手洗いの実態」
というテーマで発表を行った。小学生の興味を引くことがで
きるよう、発表方法も工夫。のりが付いた手を水で洗っても
らった後、ヨウ素入りのうがい薬をかけ、化学反応で洗い残し
を可視化する方法で、意外と多い洗い残しに注意を促した。

発信することで深まる考察する力

　14年の活動で、高校生が環境について深く考え、自らの言
葉で発信する力をつけるとともに、小学生が当事者として環
境に向き合うきっかけを作っている。交流している小学校側
から、自然学習の成果の発表を受けたこともある。
　参加した生徒からは「小学生にかみ砕いて伝えるには、自分
たちもかみ砕いて理解しなければならない」との言葉も。地域

の中に「学ぶ・伝える」環境教育の輪が生まれているのだ。
　生徒たちは、学びを生かして国際的なシンポジウムなどで
積極的に発言。京都府内のほかの高校生や研究者などと議論
を広げて、主張する場面も増えている。地域に根差した環境
教育を行う同校は、これからも持続可能な世界につながる発
信を続けていく。

活動エピソード

国際シンポジウムへの参加にあたっては、事前にほ
かの参加校と合同で勉強会を開催。気候変動に関す
る専門家の意見や環境活動家のスピーチなど、さま
ざまな題材に触れる中で、自然と議論が生まれ、知
識を深めるためのとても有意義な機会となった。

京都府立北稜高等学校
40人
授業の一環として／休み時間や放課後

〒606-0015　京都府京都市左京区岩倉幡枝町2105
☎075-701-2900

京都府立北稜高等学校

環境教育における
地域連携モデルの構築

今後の活動計画

 「地球環境学の扉」のカリキュラムを改善していくほか、研究機関や小学校、中学校も交えて地域一丸となった環境教育
を目指す。また学校として国際教育にも力を入れており、地域の環境学習を英語で世界に発信することも考えている。

のりとうがい薬を用いる工夫で、手洗いの方法を小学生に伝える生徒たち。
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　活動は地元テレビ局でも取り上げられ、SNSでの情報発信
にも取り組む。地道に重ねてきた啓発活動の成果もあって、
地域の中での認知は広がってきた。今後も清掃活動とプラン
ターづくり、啓発活動を継続し、地域の宝である日本海の保
全に取り組んでいく。

海岸漂着物回収活動
 「オム君の長い旅」

活動団体
活動人数
主な活動時間

漂着ごみのブイをプランターとして再生

　日本海に面した兵庫県豊岡市の海岸には、夏の台風や冬場の
しけに伴い、多くの漂着物が打ち上げられる。水質の悪化や漁
場の汚染などを招くと危惧した豊岡総合高校インターアクトク
ラブは、10年にわたり、地域の団体や同世代のボランティアな
どと、海岸漂着物回収活動を行ってきた。はじめは30人程度で
行った回収も継続する中で認知度が高まり、10年目には神戸、
淡路という遠方からの参加者を含め、約190人が集まった。
　漂着物は、自然の木や竹から、ペットボトル、発泡スチ
ロールまでさまざま。中でも養殖の網や船を係留するための
プラスチックブイは、サイズや硬さなどから行政に処理を依
頼できないのが課題となっていた。そこでみんなは、プラス
チックブイをプランターに転用することを発案。毎年20～30
個ほどのプランターを作り、市役所や郵便局などに寄贈して
いる。海のごみから作ったプランターを公共施設に置くこと
で、活動を周知し、関心を高めるのが目的だ。地域住民には

「かわいい」と親しまれ、生活に定着してきている。

電子紙芝居で子どもたちに向けた啓発活動を実施

　さらに、地域の子どもたちにも環境問題を身近に感じてもら
うため、活動内容をキャラクターが説明する電
子紙芝居「オム君の長い旅」を制作。2020年
は感染症対策のため、予定していた幼稚園や
学校での発表を行うことはできなかったもの
の、次回実施に向けて計画を進行中だ。

活動エピソード

清掃活動によって海岸の環境や水質が改善して
きており、ザトウムシやナミキソウなどの絶滅
危惧種の保全にも役立った。天然の岩ノリやワ
カメなどを収穫できた時には、地域の人たちか
ら高い反響があった。

インターアクトクラブ
18人
部活動として

〒668-0023　兵庫県豊岡市加広町6-68
☎0796-22-7177

兵庫県立
豊岡総合高等学校

今後の活動計画

海岸漂着物回収活動に、より多くの人に参加してもらうことを目指している。そのために、地域のつながりに加え、
SNSやマスコミ対応を通じて賛同者を増やしていく。プランターづくり、電子紙芝居による啓発活動も継続する。

①海岸で他の漂着ごみとともに回収したブイを、②電動工具で加工しプラ
ンターに。③土と苗を入れ、④市内各所に寄贈し街角を彩っている。

ブイを見立てたキャ
ラクター、オム君

❶ ❷

❸ ❹
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活動団体
活動人数
主な活動時間

プラスチックごみの回収量を競うトライアル

　海洋汚染をはじめ、世界的に問題を巻き起こしているプラ
スチックごみ。創志学園高校の地元、岡山市ではペットボト
ル本体は資源化物として回収されるものの、プラスチック包
装は可燃ごみ扱いであるため、プラスチックごみという区分
自体が存在しない。2050年には海洋プラスチックの重量が魚
の重量を上回るとまでいわれるなか、プラスチックごみの実
態が周囲に知られていないことに危機感を抱いた同校のエコ
研は、校内からの意識改革をスタートした。
 「プラスチックごみ専用の回収ボックスを校内に置き、自ら
分別することで、今まで捨ててきたごみの中にプラスチック
製品が多いと気づくようになる」と考えた生徒たちは、検証の
ために平日5日間の「トライアルウィーク」を開催。学校の全ク
ラスを12グループに分け、プラスチックごみの回収量を競っ
てもらった。開催にあたっては、ポスターの貼り出しや、エコ
バッグを景品として用意するなど、多くの生徒の関心を集め
られるよう工夫した。

 「分別しないと違和感」の声も

　5日間のイベントを終え、全体で5kgを超えるプラスチック
ごみが集まった。回収したごみを種類別にみると、ペットボト
ルキャップが重量の46％を占め最多。ラベルを含めると今回
回収したごみの半分がペットボトル関係だった。
　校内からは「分別しないと違和感を覚えるようになった」

「紙以外のごみのほとんどがプラスチックだった」などの感想

が寄せられ、プラスチックごみへの関心が高まったと分かっ
た。しかし一方で、「分別が大切なのは分かるが、面倒」とい
う声も残っている。今後はプラスチックごみの回収ボックス
を常設して日常的な分別を促進するほか、定期的にトライア
ルウィークを開催。分別の大切さを呼び掛けながら、誰にとっ
ても分別が身近なものになるように活動を発展させていく。

活動エピソード

トライアルウィークで1位だったグループは、他グ
ループと大差をつける回収量。違いを探ってみたとこ
ろ、仲間同士の声掛けや先生の呼び掛けが活発に行
われたのが勝因だった。エコ活動を進めるうえで、や
る気になる仕組みづくりの大切さに気付かされた。

エコ研
11人
授業の一環として／休み時間や放課後

〒700-0054　岡山県岡山市北区下伊福西町7-38
☎086-252-2101

創志学園高等学校

プラスチック資源

今後の活動計画

今後は、回収ボックスを常設し、定期的な重量測定を行いながら、分別意識の日常化を目指す。またトライアルウィークは、
すでに2回目の実施が終了。弁当容器やペットボトルのラベルの回収を重点的に呼び掛けた。今後も開催していく予定だ。

今回の取り組みやプラスチックごみ対策の重要性について校内で発表する生徒たち。
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地球環境の「見える化」、
未来に継ぐ環境の樹形図プロジェクト

活動団体

活動人数
主な活動時間

地域で役立つ二酸化炭素計測装置を製作

　広島工業高校の生徒たちは2015年から高校生による持続
可能な社会の実現をテーマに活動をスタート。携帯型の二酸
化炭素濃度計測装置「CO₂センサーポータブル」を開発し、
小・中学校の授業教材として提供している。
　自動車の排気ガスや自分の呼気に含まれる二酸化炭素量の
計測や、光合成による二酸化炭素の変化量の測定を行うこと
で、普段感じることのない二酸化炭素の存在を「見える化」で
きる。子どもたちに地球温暖化を身近な問題として感じても
らうことで、環境保全活動の入り口となることが目的だ。
　また教育現場への提供に加えて、2020年度はCO₂セン
サーポータブルを地域での啓発にも活用。大型パネルを接続
して国道近くに設置し、通りかかった人がリアルタイムの二
酸化炭素濃度を数値で見られるようにした。実際にパネルを
見た人から問い合わせを受けるなどの反響もあり、地域の人
達が気候変動を考えるきっかけになっている。

環境意識を次世代へリレーする

　装置の回路設計や基盤製作、プログラミングなどは、工業
高校で学習した知識を生かして自分たちの手で行う。例えば
電子基盤の製作では、CADソフトや基板加工機を使って作業
を自動化し、放課後の活動時間を有効活用できるよう工夫し
ている。これらの技能は上級生が文書や動画などにまとめ、
下級生に引き継がれているため、年々CO₂センサーポータブ
ルの性能も向上。現在は二酸化炭素濃度によって、搭載され

活動エピソード

製作にはまとまった時間を要するため、授業
や放課後のほか、夏休みも活動。プロジェクト
リーダーが中心となってスケジュール管理を重
点的に行い、メンバーの進学や就職活動などと
の両立を図っている。

広島市工グリーン・プロジェクト 
サイエンス工房
9人
授業の一環として／休み時間や放課後

〒734-0025　広島県広島市南区東本浦町1-18
☎082-282-2216

広島市立
広島工業高等学校

ているLEDの光の色が変化するニューモデルを開発中だ。数
値を見なくても濃度変化を判断することができれば、より低
年齢の子どもが学習に使用しやすくなる。
　目指すのは、本活動を通じて環境に興味を持った小中学生
が大人になって、同じように小中学生に伝えていく─いわ
ば「環境の樹形図」作り。メディアでの紹介などを通じてさら
に「見える化」の輪を拡大していく。

今後の活動計画

装置を使って、小学生を対象としたワークショップに取り組む。同世代で交流しながら実験を行うことで、楽しみな
がら環境保全について考えるための機会づくりを行いたい。

国道沿いに設置した、大型の二酸化炭素濃度表示装置。

国道2号線
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活動団体
活動人数
主な活動時間

ごみ拾いで気づいた特産品づくりの海への影響

　AICJ高校・IB女子の３人は、夏休みを利用し、地元の海や川
で清掃活動を行った。回収したごみは、ペットボトルや発泡スチ
ロール、ガラスの破片などさまざま。なかでも多く見つかったの
が、牡蠣の養殖などで使われるプラスチック製のチューブだ。
　広島県は、養殖牡蠣の生産量が日本一。地域が誇る特産品
の生産が、海洋汚染の一因となってしまっているという事実
を目の当たりにし、その危機感を広く伝えたいと考えた。自
分たちらしい方法として選んだのが、拾ったごみを材料にし
たアート作品づくりのプロジェクトだ。感染症対策で外出が
制限されているなかでも高校生が実施でき、啓発活動を将来
広げていく時も、海以外に山や公園などさまざまな場所で取
り組めると考えた。

拾ったごみが啓発のアート作品に

　作品は海で拾ったごみと段ボールで制作。洗浄・乾燥し、
不要な段ボールに貼り付けていく。そうして完成したのが、
無数のごみに覆われた約5kgにもなる大きな手のオブジェ
だ。すぐ近くにごみ箱を設置し、ごみ箱があっても海や川に
ごみを捨ててしまう人間の軽率さを表現したという。
　本来完成した作品は啓発のために展示したかったが、新型
コロナウイルス感染拡大の影響により今回は断念。SNSに画
像をアップロードし、同年代をはじめ世界中の人々に環境保
全を呼び掛けた。
 「今回の活動を通じて感じたのは、地域を代表する産業とい

うプラスの面だけではなく、マイナスの面にも気づく必要が
あるということ。良いと思っている行動がかえって環境破壊
になってしまわないよう、物事を深く見つめて活動したい」と
話す生徒たち。目指すのは「楽しめる」環境保全運動だ。今後
改めて展示や発信に取り組むため、後輩へ活動の引継ぎを行
うとともに、ジョギングしながらのごみ拾いなどさまざまな
アイデアを出し合っている。

活動エピソード

ごみ拾いでは、タバコの吸い殻も大量に捨てられ
ており、缶の中に吸い殻がたくさん詰まったもの
もあった。受動喫煙防止のために喫煙所が減って
いることが一時的なポイ捨て増加につながってい
る可能性などをメンバーで話し合った。

IB女子
3人
休み時間や放課後

〒731-0138　広島県広島市安佐南区祇園3-1-15
☎082-832-5037

AICJ高等学校

海ごみアート

今後の活動計画

今回はクラスの有志を募ってごみ拾いを行ったが、今後は学校外にも呼びかけを行い、地域ぐるみでの海岸清掃　
イベントの開催を計画していく。面白いごみを拾った人を表彰するなど、参加したくなるような企画を構想中。

完成した作品。ごみでできた手とその影がごみ箱と隣り合う。
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高校生の「ミニ水族館」公開で
生物多様性の大切さと面白さを啓発

活動団体
活動人数
主な活動時間

水生生物を飼育し、ミニ水族館を開催

　100種類にも上る水生生物を校内で飼育・管理している多
度津高校生物科学部。週4日の活動日には研究だけでなく、
エサやりや水替え、90個以上の水槽やたらいを部員総出で
掃除するなど生き物の快適な環境づくりに奔走している。
　活動の目玉として代々取り組んでいるのが、飼育している
水生生物を校外の人に向けて展示する「ミニ水族館」だ。2カ
月に1度のイベントで、生徒たちによる水生生物のガイドや
ドクターフィッシュ体験、エサやり体験などを通して、生物
多様性について楽しく啓発。多くの来場者から好評を博して
いる。

生物多様性の「面白さ」「大切さ」を伝える

　ミニ水族館では世界中のさまざまな特徴を持つナマズや
カメが見られ、生物多様性の「面白さ」の世界
に引き込む。さらに県内で唯一飼養を許
可されている特別外来生物オオクチバス

（ブラックバス）と準絶滅危惧種アブラボ
テをはじめ、クロメダカやカワバタモロ
コなど希少な在来種とその脅威となって
いる外来種を比較展示して、生物多様性
を守っていくことの「大切さ」を目で見て
考えてもらえるよう工夫している。
　2019年にはのべ2000人を超える来場
者が訪れたミニ水族館には、例年大勢の

活動エピソード

ミニ水族館には、子どもたちはもちろん、教育
関係者や海外のジャーナリストなど多くの人が
来場する。リピーターも多く、中にはミニ水族
館に訪れたことをきっかけに進学してきた生徒
もおり、活動の反響を感じている。

生物科学部
25人
部活動として

〒764‐0011　香川県仲多度郡多度津町栄町1-1-82
☎0877-33-2131

香川県立多度津高等学校

メディアも取材。2020年8月に感染予防対策を講じて活動
を再開した際には、とりわけ多くの地元メディアが訪れた。
地域に浸透してきているミニ水族館を継続しながら、自分た
ちで水生生物を飼育してきたからこそ分かる生物の大切さを
より多くの人に訴えていく。

今後の活動計画

ミニ水族館の継続に加え、以前より行っている河川の水質調査や、海岸の漂着ごみの回収にも力を入れていく。
さらに、香川県淡水魚研究会の指導のもと、地元の希少生物の繁殖にも取り組んでいきたい。

感染防止対策をとって実施した「ミニ水族館」の様子。

アブラボテ（上）
オオクチバス（下）
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海の清掃活動で観光資源の危機を実感

　大小150以上の島からなる長崎県五島列島は、毎年夏にな
ると、豊かな自然を求めて、多くの観光客が訪れる人気の観
光スポット。しかし近頃その美しい海に大量のごみが流れ着
き、海の汚染はもちろん、地元の産業への影響も問題視され
ている。五島高校の3人の生徒たちは、五島列島のごみ問題
を多くの人に知ってもらうエコ活動に取り組んでいる。
　学校の授業で、そんな地元の環境問題の深刻さを知った生
徒たちは、自分たちの五感でごみの現状を把握しようと、海
岸の清掃活動を行ってみた。すると落ちているごみの多くは
プラスチック製品、中には注射器やガスボンベなどの危険な
廃棄物や、海外から流れ着いたごみもあった。思った以上に
多いごみを前に、生徒たちは改めて問題の深刻さを実感。拾
うだけでなく、多くの人に発信もしなければならないと決意
した。

シーグラスをインテリアにして啓発活動	

　今回は、清掃活動で集めたごみの中からシーグラスを取り
出し、ハーバリウムというインテリアを製作。若者に人気の
インテリアの形にすることで、若い世代に身近な視点でごみ
問題を訴えるのが目的で、ゆくゆくは販売も視野に入れてい
る。また、ハーバリウムの自作がごみ拾いのきっかけとなる
よう、作り方をまとめたポスターも作成した。
　さらに漁業の盛んな五島列島では、マイクロプラスチック
による魚への影響も見過ごせないテーマだ。生徒たちはまず

この問題への理解を広げたいと、魚がマイクロプラスチック
を食べ、人間の食卓に上がる問題を分かりやすく絵本にまと
めた。未来の地元の環境を守る園児の環境学習に役立てても
らうことが目標だ。
　今後は、ハーバリウムの販売や絵本の配布などを通じて、
五島列島の海の価値と環境問題の深刻さをさらに強く訴えて
いく。

活動エピソード

清掃活動では、2時間で3つのごみ袋がいっぱい
になり、想像を超える量にとても驚いた。回収
したごみは、ハーバリウムづくりはもちろん、
使えそうなものは持ち帰ってリユースし、ごみ
の量の削減にも努めた。

そこに愛はあるんか
3人
授業の一環として

〒853-0018　長崎県五島市池田町1-1
☎0959-72-3505 

長崎県立五島高等学校

目指せ美sea

今後の活動計画

ハーバリウムの販売で発生した収益は市役所に寄付し、環境保全活動のための資金として役立ててもらうことを
検討している。

完成したハーバリウムは、島内の売店でも販売された。
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普及・啓発部門

あおさ石鹸

活動団体
活動人数
主な活動時間

アオサ養殖現場で働く人の手から着想

　天草高校aossaは、廃棄されるアオサを使った石鹸づくり
に取り組んでいる。きっかけとなったのは、天草市が開催し
ている「天草宝島起業塾」の高校生コースに参加したこと。
地元でできるビジネスモデルを模索する中で、生徒たちが注
目したのは、天草市の特産品である海藻、アオサの美容効果
だ。アオサは美容成分を含むとされ、アオサ養殖場を見学し
た際、現場で働く人の手がつややかであることに気付いて、
美容商品への応用を着想した。
　ところがアオサはデリケートな海産物で、わずかな環境変
化で変色し、廃棄コストがかさむ産業構造となっている。こ
の変色して廃棄されるアオサから石鹸を作れば、エコで低コ
ストかつ高い美容効果をもつ商品になるというアイデアだ。

製品化で地元産業発展の一助に

　まずは九州大学協力のもと、アオサの成分を分析。保湿機
能やバリア機能を持つカルシウムや、肌荒れやしわへの効用
が期待されるレチノールなどの美容成分が含まれており、そ
の成分量は、同じ海藻のわかめやもずくと比較しても多かっ
た。これらの結果から美容ニーズに十分こたえられ、需要が
見込めると考えられた。
　次は試作品づくりだ。アオサエキスの抽出時間や適切な配
合量には苦労したが、試行錯誤しながら、磯の香りを生かし
たノーマル石鹸と、天草市の特産品である天草晩柑の香りを
加えた石鹸の2種類を開発した。

活動エピソード

実際にアオサの養殖を体験し、養殖の苦労やア
オサのデリケートな生態を身をもって感じた。
活動が全国規模のビジネスプランコンテストで
表彰され、注目されたことでそんな養殖業の大
変さを地域外の人にも伝えることができた。

aossa
3人
休み時間や放課後

〒863-0003　熊本県天草市本渡町本渡557
☎0969-23-5533

熊本県立天草高等学校

　こうして、廃棄されるアオサに新しい用途が生み出され
た。今後はより手に取りやすいチューブ型石鹸の開発や、
パッケージの作成などに取り組み、販売に向けた活動を本格
的に始動させていく。あおさ石鹸の販路を広げて利益を生み
出していくことで、地元のアオサ養殖の一助となることを目
指している。

今後の活動計画

アオサエキスは煮出して抽出しているため、熱の美容成分への影響を検証していく必要を認識している。　
今後、煮出したアオサエキスの成分分析や、煮出し以外の抽出方法についても研究する。

アオサの収穫体験（左）と、試作したあおさ石鹸（右）。
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海の生態系の基礎となる「アマモ場」を調査

　函館水産高校の実習海浜としても利用されている七重浜海岸
では、近年海ごみと漁獲量の減少が地域の問題となっている。
そこで生徒たちは、きれいな海を残しふるさとの街を発展させ
ていくため、校内で参加者を募り海岸清掃活動を実施した。放
課後の活動ではあったが、81名の生徒が参加し、30Lごみ袋で
51袋、袋に入らない粗大ごみも回収。そのうち約6割がプラス
チックごみで、漁具より家庭ごみが圧倒的に多い結果となった。
　またそうしたごみに絡まって、アマモ（海藻類）が打ちあがって
いることが多く、周辺に大規模なアマモ場があると推測。産卵
場の提供など生物多様性保全の役割と、チッソ・リンの吸収に
よる富栄養化の防止など水質浄化の役割を持つ「アマモ場」を保
全することで、七重浜海岸の問題を解決することができるので
はないかと考え、アマモ場の保全・調査活動に取り組んでいる。
　七重浜海岸は人の出入りが多く、フェリーの航路に近いこ
とから、これまでアマモ場の調査が行われていなかった。そ
こで生徒たちは自分たちで観測しようと、海岸に近い海面か
らカヌーとGPSを使って調査。観測許可が得られた区域だけ
で2.85haのアマモ場を確認した。さらに2年前の航空写真と
比較検討したところ、海岸近くのアマモ場が後退していると
推測できた。

環境変化の要因を確認

　函館湾のデータに大きな環境変化が見られないことから、ア
マモ場の後退原因は函館湾に流れ込む河川環境にあると考え、

活動エピソード

アマモ場のある場所とない場所でプランクトン
ネットを使って、採取調査を行った。アマモ場
があるところの方が、多種多様なプランクトン
が存在し、アマモ場が生態系を支えていること
を確認している。

函水CPR
7人
休み時間や放課後／部活動として

〒049-0111　北海道北斗市七重浜2-15-3
☎0138-49-2412

北海道
函館水産高等学校

七重浜海岸の環境と
アマモを守る活動

今後の活動計画

漁協や市民団体などと協力し、海岸清掃の参加人数を増やすとともに、メディアで発信して周知活動を行いたい。漂着
ごみやアマモ関連の調査と、水産資源との関連についても検討し、水産資源の再生につながる活動を目指していく。

河川の水質についてCOD（化学的酸素要求量）調査を実施。人
家の多い中・下流で数値が高くなる傾向が見られた。
　漂着物調査やCOD調査の結果から、生徒たちは「アマモの
害となる物質やごみが家庭から多い割合で出されている」と判
断。海岸の清掃だけでなく、家庭から出るごみを減らすため
の情報発信をSNSで始めた。今後も調査と清掃を継続し、ア
マモ場の保全について多くの人に知ってもらうための活動に
ついても強化していくという。

カヌーとGPSによるアマモ場面積調査の様子。
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竹粉の有効利用と
里山保全

活動団体
活動人数
主な活動時間

竹粉に含まれる乳酸菌に着目

　真岡北陵高校のある真岡市大内地区では、後継者不足で放
置された竹林が、土砂災害危険地域となっている。高齢者が多
い地域で竹林を適切に管理するには、竹の利用促進が欠かせな
いことから、竹を素材としたエコビジネスの道を探っている。
　今回は竹をナノレベルに粉砕した竹粉を使用。成分を分析
すると、ラクトバチルス・ブレビスという、人や動物に疾病や
疾患を起こす可能性がなく、整腸作用や消臭効果も持つ乳酸
菌が確認された。生徒たちはその乳酸菌を活用して、動物の
においを抑えるための、ペットや家畜の餌としての商品化を
発案し、その検証を行った。

用途には多様なアイデア

　まず地元業者の協力を得て、発酵させた竹粉を米ぬかなど
と混合し鶏の飼料を試作。平飼い養鶏所で草や野菜とともに
鶏に与えてもらったところ、竹粉に含まれる乳酸菌の消臭効
果が確認でき、毛艶や、肉、卵の質においても良い影響を与
える可能性を見出した。
　また乳酸菌の持つ整腸作用についても、肥満気味のペット
に餌として与える実験を通じて検証。試作したペットフード
を使った愛犬家からは、「肥満気味だった愛犬の体脂肪率が減
少した」という声ももらった。そのほか、子牛用のミルクに竹
粉を混合し、下痢を抑える試験も実施するなどさまざまなア
イデアで竹粉活用を模索している。サイレージ（サイロで発酵
させた飼料）への利用も今後研究していく。

活動エピソード

動物の餌だけでなく、人間用のサプリメン
ト、化粧品や洗顔料なども開発を進めてい
る。これらの商品を実際に作ることができれ
ば、廃棄物の再利用というエコがまた一歩実
現できる。

商業部（地域ビジネス研究班）
5人
部活動として

〒321-4415　栃木県真岡市下籠谷396
☎0285-82-3415

栃木県立
真岡北陵高等学校

　餌としての利用以外にも、牛舎の床にわらと混ぜて敷くな
どアイデアは多彩だ。においを抑えるとともに、使用後に肥
料にすればゆっくりと溶け出し、長期間効果のある遅効性肥
料になる可能性もある。
　廃棄物の再利用から地域貢献までできるよう、日々活動に
取り組んでいる。

今後の活動計画

人間用にはサプリメント、洗顔用品、化粧品を研究。農家のコスト削減につながるサイレージへの利用も目指す。
さらに商品展開だけでなく、その商品特性に合わせた販売方法や広告宣伝方法も検討したい。

整腸作用に着目し商品化に成功した、竹粉活用のペットフード。
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エコと地域貢献を同時に実現

　高崎工業高校の北側を流れる一貫堀川は、以前は亀や魚が
多く生息する環境であったが、現在水も濁り、生き物を見か
けることは少なくなっている。そのような状況を受け、化学
の学習成果を生かして浄化し、生き物が生息する環境づくり
をするべく活動を始めた。
　さまざまな水質浄化方法を検討したところ、ろ過膜を用い
るとコストがかかり、薬品を用いると小さな生きものに悪影
響が及ぶという欠点があった。そこで目をつけたのが県の特
産品であるこんにゃくだ。こんにゃくは加工しやすく、浄化作
用のある物質を混合でき、生きものが万が一食べても影響が
少ない。また廃棄こんにゃくを用いれば材料費を削減しなが
ら、新しい地場産業にもつながる。
 「エコと地域貢献を同時に実現できる」と考えた生徒たち
は、こんにゃくを用いた一貫堀川の浄化方法の検討を研究題
目に設定した。

仮説と検証のサイクルで、性能を向上

　実験計画に沿って、まずは汚染の原因物質を特定するために
水質分析を実施。その結果、濁度とCOD（化学的酸素要求量）
が高い数値を記録し、汚染の原因であることが推察された。
　こんにゃくの透過実験では、濁度とCODの改善を指標とし
て検証。近隣の農家の方に廃棄こんにゃくをもらい、自分た
ちで膜状のものと固形状のものに加工して比較した。当初の
実験では、特に膜状のこんにゃくは懸濁物質と各種イオンの

除去効果が高いものの、CODの値が上昇してしまった。
　こんにゃくに含まれる水溶性グルコマンナンが水に溶け、
COD値が増していると考えられることから、生徒たちはその
対策を模索。流出を防ぐための凝固剤の検討や、加工する時
にあらかじめ流出させておく乾燥処理実験など、仮説検証を
繰り返しながら、CODの値をある程度制御できるところまで
研究が進んでいる。

活動エピソード

浄化方法を検討する際には、小生物への影響を
重点的に話し合い、天然素材であるこんにゃく
の使用でまとまった。こんにゃくづくりの際に
は、有機物を吸着する活性炭を混ぜ込むといっ
た工夫も盛り込んでいる。

工業化学研究部
10人
授業の一環として／
休み時間や放課後／部活動として

〒370-0046　群馬県高崎市江木町700
☎027-323-5450

群馬県立
高崎工業高等学校

こんにゃくを用いた
一貫堀川の浄化方法の検討

今後の活動計画

凝固段階の工夫や乾燥処理による構造変化など、CODの値の上昇という課題への対策を引き続き研究している。
性能が安定したこんにゃく膜を開発後、浄化設備としての開発を進め、一貫堀川の浄化に役立てたい。

加工した膜状こんにゃく（写真左）と、2週間乾燥させたこんにゃく（写真右）。
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絶滅危惧種インドオオイシソウの保護
～たった1種、されど1種～

活動団体
活動人数
主な活動時間

11年かけて培養方法を確立

　2005年夏の南伊豆合宿。青野川を訪れた浦和実業学園高
校生物部は、そこで絶滅危惧植物の藻類、インドオオイシソ
ウを発見。生徒たちは偶然巡り合ったこの植物を守りたいと
決意し、インドオオイシソウの保護と培養に取り組んできた。
　しかし培養は当初、専門家から「極めて難しい」と言われ、
実際に失敗の連続だった。だが幾年もの試行錯誤のなか、安
定的な水流を再現する培養装置、生育を阻害するランソウの
繁茂を抑制する方法など徐々に開発は進み、そのノウハウは
先輩から後輩へ受け継がれてきた。そしてスタートから11年
で、インドオオイシソウの培養に成功した。民間としては世界
初となるオオイシソウ科藻類の培養技術の確立だったという。
　現在は、培養したインドオオイシソウを現地に戻すための
基礎実験に挑む。現地に生息するカニは、放流した水域に
長く留まることから、その脚にインドオオイシソウを繁茂さ
せる方法で定着を狙う。「この方法は現地の生物を用いるた
め、生態系にも配慮できる」と生徒たちは説明する。

ノウハウを生かし、絶滅危惧植物を守る

　確立した培養技術は、今後、各地で絶滅の危機に瀕してい
る他のオオイシソウ科藻類の保護にも応用していく予定。既
に川越市のオオイシソウの培養に成功し、他の場所でも調査
を行っている。
　保護活動には、地域の理解と協力も欠かせない。そこで「生
態系の多様性は、私たちの未来のため！」と題した普及活動を

活動エピソード

培養や啓発以外にも研究で得られた知見を広げ、未解
明とされるオオイシソウ科藻類の胞子が水中で接着す
るメカニズムを研究中。これを応用した水中用瞬間接
着剤を開発できれば、小さな生物が社会に貢献した例
として生物保護の重要性を伝えられると考えている。

生物部
65人
部活動として

〒336-0025　埼玉県さいたま市南区文蔵3-9-1
☎048-861-6131

浦和実業学園高等学校

展開。合宿の機会を利用して地域の人たちにインドオオイシソ
ウの存在を知ってもらう講演会を毎年実施するほか、中学生
を対象とした自然保護活動講座の開催、来校者に対する普及
活動、オンラインでの企画などに取り組んでいる。
　また1種1種の絶滅を防ぐには、培養を行う場所を増やすこと
が大切と、「オオイシソウ培養キット」も作成中。今後さまざまな
学校に、オオイシソウの培養を広げていくことも考えている。

今後の活動計画

インドオオイシソウをはじめとする希少生物保全保護に関する普及活動の継続、発展を目指す。他のオオイシソウ科
藻類の培養実験、培養した藻体を現地に戻すための準備、水中用瞬間接着剤の研究も同時に進めていく。

家庭用流しそうめん機をヒントに、オオイシソウに必要な水流を身近な素材
で再現した培養装置。右上は野生のインドオオイシソウ。
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伝統工芸の箸でごみ問題を啓発

　若狭高校の生徒たちは海洋プラスチックごみが世界中で問
題となっていることを受け、地元の海岸を訪ねてみた。すると
漁具からマイクロプラスチックまで、予想以上にプラスチック
ごみが多いことが分かった。そこで、海洋プラスチックごみの
回収をチームで行いながら、再利用への道を探ることにした。
　最終的な目標は、自分たちが拾ったプラスチックごみを、
製品として再利用していくサイクルづくり。基礎知識を得る
ため地元のプラスチック成形会社を見学したり、横浜市の団
体に協力してプラスチックごみをアクセサリーに再生する試
みに参加したりと、積極的に行動を起こした。そのうえで、
自分たちらしい再利用方法として構想したのが、小浜市の特
産品である若狭塗り箸への活用だ。伝統工芸と組み合わせ、
地元の人にも、県外の人にも、海外の人にも、海洋プラス
チックごみに興味を持ってもらうことを狙っている。

地元企業と連携して活動推進

　今後はまず、地元企業と連携しながら、海洋プラスチック
ごみを再利用した製品の実現を目指す。再利用に向けて、地
元の箸会社にも協力を依頼。箸は口に入るものであることか
ら、全体というよりも、持ち手の部分に再利用したプラスチッ
クを埋め込むことを考えている。
　材料として用いるためには、細かく破砕したものをふるい
にかけて、大きさを均等にすることが必要だ。また箸のデザ
インを美術部と一緒に考えたり、ごみ問題をうまく伝えられ

るアイデアを話し合ったりと、多くの人を巻き込みながらプ
ロジェクトを進めている。
　回収方法についても、網に水中用ボンドを付ける方法を試
すなど、改善策を探っている。製品化がこれから本格化する
なか、活動にプレッシャーを感じながらも、生徒たちは「今
後も楽しんで海洋プラスチックごみの回収と再利用の活動を
行っていきたい」とコメントしている。

活動エピソード

実際に海岸を訪れると、漁具や、外国語の書か
れたペットボトルなどたくさんの種類のプラス
チックごみが打ち上げられていた。特に小さく
なったプラスチックごみは、砂に混じって拾い
にくく、回収するのが難しいと体感した。

海洋科学科
4人
授業の一環として

〒917-8507　福井県小浜市千種1-6-13
☎0770-52-0007

福井県立若狭高等学校

海洋プラスチックの
回収と再利用

今後の活動計画

チームでより良い回収方法を模索するとともに、箸会社との連携で商品化を進める。海洋プラスチック問題の
解決、そしてエコな社会の手助けになるような活動をしていきたい。

海洋プラスチックの再利用に向け、地元の箸会社と打ち合わせを重ねる。
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研究・専門部門

アメリカザリガニの
肥料化

活動団体
活動人数
主な活動時間

アメリカザリガニが肥料の原料に

　清風高校生物部は、コイ科の絶滅危惧種、ニッポンバラタ
ナゴの保護に取り組んできた。ところが今回、保護池でアメリ
カザリガニが大量繁殖し、ニッポンバラタナゴが捕食されてし
まう事態が発生してしまった。その解決を目指すなかで、ウチ
ダザリガニを肥料化する先行研究と、ヘドロを堆肥化する先
行研究を発見。それらの知見を発展させ、駆除したアメリカザ
リガニを肥料として利用する方法を開発した。
　まず駆除したザリガニの煮汁を取り、液肥になるか成分を
チェック。肥料に必要な成分のうち、NO2

2-とNO3
-といった

栄養分が不足していることから、このまま利用することは難
しいと分かった。
　次に、堆肥としての実験を行った。保護池の底にたまり、
多量の有機物を含んだヘドロの上に、ザリガニ15匹、米ぬ
か、落ち葉を積み上げて2カ月間放置。同様にヘドロのみ使用
したヘドロ堆肥も作成し、栄養分を比較した。その結果、煮
汁に不足していたNO2

2-とNO3
-が補われ、ヘドロ堆肥よりも

栄養豊富な肥料となっていた。

肥料としての有効性を確認

　肥料としての有効性の確認では、計6個のプランターを、栄
養分をあまり含んでいない「コントロール区」、化学肥料を使
用した「化学肥料区」、ザリガニ堆肥を使用した「ザリガニ堆
肥区」に分けて、小松菜を植えた。種まきから2週間後、各プ
ランター10株となるように間引きし、同じく3週間後に収穫し

活動エピソード

アメリカザリガニの駆除時は自ら池に入り、網を使っ
ての手作業になるため、必要な数を確保するのに大変
苦労した。既存の捕獲装置なども使用しているが、あ
まり効率は上がっていないため、何とか有効な罠を作
り、より少ない労力で駆除したいと考えている。

生物部
1人
部活動として

〒543-0031　大阪府大阪市天王寺区石ケ辻町12-16
☎︎06-6771-5757

清風高等学校

た。すると葉の長径、葉の数、乾燥重量の3項目とも、ザリガ
ニ堆肥区の小松菜が最も成長しており、肥料として有効であ
ることが分かった。
　保護区の困りものであるザリガニやヘドロは、除去するだけ
ではコストになるが、組み合わせて再利用するというアイデア
で肥料を作り、野菜もより良く育てることに成功した。今後も
ザリガニ堆肥に適した作物づくりや、ヘドロや落ち葉、米ぬか
がない環境下での肥料化などを実験していく予定だ。

今後の活動計画

ザリガニ堆肥はNO2
2-とNO3

-を多く含むことから、それらを多く必要とするイネやコムギ、ハツカダイコンなどを育て、
成長の変化を調べる。ザリガニ堆肥のつくり方の改良のほか、液肥や天日干ししたザリガニの使用など、別の形での肥
料化も継続して研究していく。

小松菜の栽培実験で、葉の長径、葉の数、乾燥重量とも、ザリガニ堆肥を使うと
化学肥料以上の生育をみせた。

肥料なし 化学肥料 ザリガニ
堆肥
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商品開発で、地域の課題解決を目指す

　地元・糸島の事業者の約6割は従業員数5人未満の小規模事
業者で、良質な商品を開発・販売していても十分に知られて
いないという課題を抱えている。その課題解決を目指して、
地域共創部は商品開発やマーケティング活動に5年間取り組
んできた。マーケティング活動のなかには、地域の持続可能
性向上につながるエコ施策も盛り込んでいる。
　日本一の漁獲量を誇る鯛のブランド化を目指し商品開発を
行い、通常廃棄される鯛のアラを有効活用した万能調味料「だ
しスープっ鯛」は、現在までに約1万本売り上げるなどの成果
を上げている。鯛の身を味噌に漬け込んだ「味噌バターっ鯛」
では、製造の際に出た鯛の廃棄部分を2年間貯め、それを活用
して魚醬を作る計画も立てている。
　また食感の良いメンマのお菓子「博多BARIMEN」は、原
料として、問題となっていた放置竹林の竹を活用。半年間で
4000袋を売り上げた結果、約3.3haの放置竹林が解消され、
5年後には約66ha分が減少する見込みだ。今後も地域の抱え
る問題を解決するために地域、企業、高校と協力していく。

全国の地域が参考にできるモデルケースへ

　これらの商品はいずれも、地域の課題解決の糸口になるこ
とを目指して開発を行っており、選択授業として、後輩にも
引き継がれている。2020年は新型コロナウイルス感染症に
よって校外での活動が制限されたものの、アレンジレシピの
考案や、従来とは異なる新たな流通方法の提案も行った。

　今後も糸島からこうしたビジネスモデルを発信していくこ
とで、多くの人に知ってもらい、全国の問題を抱える地域に
も取り組みが波及していくことを期待している。

活動エピソード

商品開発や学校での勉強だけでなく、近隣の駅で
の販売実習を継続して実施。文化祭では、一般の方
にアンケートを実施し、「味噌バターっ鯛」を作る漁
協の存在を知らない人が多いことが分かり、マーケ
ティング施策とパッケージの改善につながった。

地域共創部
9人
授業の一環として／部活動として

〒812-0054　福岡県福岡市東区馬出1-14-18
☎092-651-1465

博多女子高等学校

地域問題を解決する
持続可能なマーケティングモデル

今後の活動計画

新型コロナウイルスの影響による新しい生活様式に合わせた流通を模索し、地域の抱える問題の解決や、小規模事
業者の収入安定につながるビジネスモデルを今後も実践・発信していく。

週に一度駅で販売を行い、展示会ではプロのバイヤーの質問に答えることも。
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研究・専門部門

放置竹林の再利用をめざした
きのこ栽培方法

活動団体
活動人数
主な活動時間

竹パウダーの添加で早く成長

　2019年時点で、日本の放置竹林は長崎県の面積に相当する
41万haに達しており、対応が急務となっている。諫早農業高
校の食品科学部はこの問題に注目し、竹の新しい利用方法と
して、きのこ栽培での活用に成功した。
　まず生徒たちが竹の成分を調べると、無機成分であるカリ
ウム、カルシウムが豊富に含まれていた。授業で習った椎茸
菌の栄養源となる米ぬかと成分が似ていることから、椎茸栽
培に応用できるのではないかと一連の研究を着想した。
　同校の取得した特許「子実体栽培方法」を用いて栽培実験
を行ったところ、椎茸菌床に竹パウダーを多く添加するほど
早く成長することが分かった。研究の途中には、竹の抗菌作
用でカビなどの発生が少ないことが分かり、その検証実験も
行った。さらに椎茸のほか、舞茸、キクラゲでも同じ実験を実
施し、どの種類のきのこでも、竹パウダーの添加率が多いほ
ど菌糸の生育スピードが速いことを、丁寧に確認している。
　実験結果に自信を得た生徒たちは、地元で菌床栽培を行う
椎茸農家に導入してもらい、実証実験も実施。それにより、
どのきのこでも竹パウダーを用いて、実際にハウス栽培が可
能であることが確認できた。

 「全国の放置竹林解決への糸口となり得る」

　こうした研究成果は、日本農芸化学会で報告。大学の研究
者や専門家から「全国の放置竹林解決への糸口となり得る」と
の講評を得ることができた。また本研究にあたり竹パウダー

活動エピソード

学校できのこの栽培実験を始めた当初は、文献
通りの手順で行ってもきのこの発生は確認でき
なかった。そこで地元のきのこ農家から助言を受
け、菌床に物理的刺激を与えるノウハウを取り入
れたところ、無事きのこが発生するようになった。

食品科学部
20人
授業の一環として／
休み時間や放課後／部活動として

〒854-0043　長崎県諫早市立石町1003
☎0957-22-0050

長崎県立
諫早農業高等学校

を提供した企業からも「今後、竹の消費拡大に影響があるので
は」と評価されている。
　生徒たちは、今回の研究成果を長崎県内の栽培農家で実用化
した場合、竹の年間消費量はドラム缶8,300本分相当であり、コ
スト換算して採算がとれると考えている。今後はより多種類の
きのこに応用していくとともに、この栽培技術を少しでも多くの
農家や企業に取り入れてもらうことを目指して活動していく。

今後の活動計画

県、地元農家、関連企業と三位一体で連携するとともに、地元の行事や大学、専門機関でのイベント、学校文化祭、
小学校などでの出前授業といった啓発活動に取り組んでいきたい。学校内外にエコ活動を伝え、地道にPRしていく。

地元栽培農家での実証実験の様子。
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